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●議会だより 

●6月1日～7日は水道週間 

●特集　特定健康診査がはじまりました 

●ロボカップジャパンV2達成 



●人口と世帯数（H20.5.1 現在） 
　人　口 

　世帯数 

44,448人 

16,788世帯 

（＋134） 

（＋ 95） 

23,038人 

21,410人 

（＋ 88） 

（＋ 46） 

 

（　）前月比 

男 

女 
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金 

20
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水 
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土 
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日 

29

月 

30 5

金 

6

土 
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市長との対話日 

　6月6日貊、7月4日貊　午前9時～正午　市長応接室 

※7月4日貊の対話日は6月27日貊までに、人事グループ 

　（蕁52－1111　内線309）へ申し込んでください。 

税務相談（税理士） 

　6月10日貂、午後1時～3時　市役所市民相談室 

※相続・贈与・不動産取得などに関する税一般。 

　予約優先（蕁52－1111　内線269）です。 

労働相談（西三河事務所職員）　 

　6月11日貉、午後1時～4時　市役所市民相談室 

※職場での悩みごと・困りごとなど。（解雇・賃金･労働時

間など） 

市民相談（市民生活グループ職員）　 

　平日　午前8時30分～午後5時15分　市役所市民相談室 

※市役所へのご意見・ご要望など。 

日系人相談（ポルトガル語の分かる相談員）　 

　庁舎内の案内など。 

　平日　午前8時30分～午後5時　市役所市民生活グループ 

・A PREFEITURA DE TAKAHAMA CONTA COM

BALCÃO DE ATENDIMENTO EM PORTUGUÊS

DIARIAMENTE ( INCLUSIVE SÁBADOS E DOMINGOS)08:30 ÀS

　17:00 NO SETOR SHIMIM SEIKATSU GURUPU,JUNTO À ENTRADA. 

人権相談（人権擁護委員）　 

　6月5日貅　午前10時～正午・午後1時～3時、 

　7月3日貅　午後1時～3時　市役所市民相談室 

※いじめ、虐待、差別などの人権問題。 

行政相談（行政相談員）　 

　6月5日貅、7月3日貅　午後1時～3時　市役所市民相談室 

※国、県、市などに対する苦情・要望など。 

高年齢者職業相談　 

　平日　午前10時～午後3時　市役所高齢者職業支援室 

教育相談　 

　平日　午前8時30分～ 

　午後5時15分 

　子ども権利支援センター（全世代楽習館内） 

※事前に子ども権利支援センター（蕁54－4686）または学校経

営グループ（蕁52－1111　内線345）へ申し込んでください。 

心配ごと相談（弁護士） 

　6月4日貉、18日貉、7月2日貉　午後1時～3時45分　いきいき広場 

※予約制。事前に、社会福祉協議会（蕁52－2002）へ申し

込んでください。 

女性悩みごと相談（県女性相談員） 

　6月9日豺　午前10時～午後4時　いきいき広場（蕁52－9871） 

※家庭のいざこざなど、人に言えない悩みについて。 

介護保険相談（介護保険グループ職員） 

　平日　午前8時30分～午後5時15分　いきいき広場（蕁52－9871） 

こども相談（刈谷児童相談センター心理判定員） 

　6月11日貉　午前9時45分～午後4時　いきいき広場 

※予約制。事前にいきいき広場内地域福祉グループ（蕁52

－9871）へ申し込んでください。 

家庭児童相談（家庭児童相談員） 

　平日　午前9時～午後3時45分　いきいき広場（蕁52－9871） 

※子どもと家庭の悩み事相談など。 

母子自立支援相談（母子自立支援員） 

　平日　午前9時～午後3時45分　いきいき広場（蕁52－9871） 

※自立に必要な情報提供・指導・相談など。 

母子家庭就業相談（県就業相談員） 

　6月17日貂　午後2時～4時　いきいき広場（蕁52－9871） 

心理相談（臨床心理士）　毎週水曜日　午後1時～5時 

※予約制。事前にいきいき広場内地域福祉グループ（蕁52

－9871）へ申し込んでください。 
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図
書
館
臨
時
休
館
〜
１１
日
ま
で 

一
斉
清
掃 

6
月
市
議
会
定
例
会
　
本
会
議
第
1
日
 

（
開
会
、
議
案
上
程
な
ど
） 

ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
の
ひ
と
と
き
（
吉
浜
公
民
館
） 

6
月
市
議
会
定
例
会
　
本
会
議
第
2
日
（
一
般
質
問
）
 

6
月
市
議
会
定
例
会
　
本
会
議
第
3
日
（
一
般
質
問
）
 

6
月
市
議
会
定
例
会
　
本
会
議
第
4
日
（
総
括
質
疑
な
ど
）
 

お
は
な
し
会
（
図
書
館
） 

か
わ
ら
美
術
館
館
蔵
古
瓦
展
「
韓
流
―
朝
鮮
古
瓦
の
世
界
」
〜
7
月
２７
日
豸
ま
で
 

紙
芝
居
の
日
（
図
書
館
） 

6
月
市
議
会
定
例
会
　
本
会
議
第
5
日 

（
報
告
、
質
疑
、
討
論
、
採
決
、
閉
会
な
ど
） 

作
っ
て
あ
そ
ぼ
う
（
図
書
館
） 
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市議会6月定例会 
　市議会を傍聴してみませんか。皆さんのお越しを 
お待ちしています。 
日程 
・本会議（開会、議案の上程など） 
　　　　　　　　　　…6月6日貊　 午前10時～ 
・本会議（一般質問）…6月9日豺　 午前10時～ 
・本会議（一般質問）…6月10日貂　午前10時～ 
・本会議（総括質疑など） 
　　　　　　　　　　…6月12日貅　午前10時～ 
・本会議（採決、閉会）…6月23日豺　午前10時～ 
※都合により、日程を変更する場合があります。 
問合せ先　議会事務局　蕁52－1111（内線336） 

議長就任の 
ごあいさつ 

市議会議長 
内　藤　皓　嗣 

総務市民委員会 

議　会　構　成 

委 員 会 構 成  

　5月14日貉に、平成20年第1回高浜市
議会臨時会（会期1日間）が開催され、正・
副議長、各委員の選出などを行いました。 

　爽やかな初夏の候となりました。市民の皆さ
まには、日頃から市政並びに議会運営に対する
暖かいご理解とご協力を賜り、心より感謝申し
上げます。 
　さて、去る5月14日に開催されました平成
20年第１回臨時会におきまして、議員各位の
ご推挙により、不肖私が高浜市議会議長の要職
に就かせていただくこととなりました。真に身
に余る光栄でありますとともに、その責任の重
さを痛感しております。 
　これからの高浜市の発展と、よりよい市民生
活の実現を目指し、誠心誠意努めてまいります
とともに、地方分権の進展により、議会の役割
がますます重要となる中、行政に対するチェッ
ク機能の充実を図り、開かれた議会運営に全力
で取り組んでまいる所存でございます。 
　深刻な少子高齢化、年々進む地球温暖化、い
つ発生してもおかしくないといわれる大震災へ
の備えなどといった難しい課題を解決し、次代
を担う子どもたちの明るい未来を築き上げてい
くためには、市民の皆さま一人ひとりのご協力
が最も重要であります。 
　今後とも更なるご支援、ご指導、ご鞭撻をお
願い申し上げ、就任のあいさつとさせていただ
きます。 

委 員 長  

副委員長 

委 員  

　 〃 　  

　 〃 　  

　 〃 　  

鐡岡　初浩 

杉 浦 敏 和  

磯貝　正隆 

井端　清則 

神谷　　宏 

小野田由紀子 

外郭団体等特別委員会 

委 員 長  

副委員長 

委 員  

　 〃 　  

　 〃 　  

　 〃 　  

　 〃 　  

　 〃 　  

　 〃 　  

寺田　正人 

小野田由紀子 

幸前　信雄 

杉浦　敏和 

北川　広人

鈴木　勝彦 

鐡岡　初浩 

内藤とし子 

井端　清則 

広域行政等調査特別委員会 

委 員 長  

副委員長 

委 員  

　 〃 　  

　 〃 　  

　 〃 　  

　 〃 　  

　 〃 　  

　 〃 　  

　 〃 　  

　 〃 　  

　 〃 　  

　 〃 　  

　 〃 　  

　 〃 　  

　 〃 　  

北川　広人 

佐野　勝已 

幸前　信雄 

杉浦　辰夫 

杉浦　敏和 

鈴木　勝彦 

鐡岡　初浩 

寺田　正人 

森　　英男 

水野　金光 

内藤とし子 

井端　清則 

岡本　邦彦

神谷　　宏 

小嶋　克文 

小野田由紀子 

福祉教育委員会 

委 員 長  

副委員長 

委 員  

　 〃 　  

　 〃 　  

　 〃 　  

鈴木　勝彦 

杉浦　辰夫 

内藤　皓嗣 

森　　英男 

水野　金光 

岡本　邦彦 

建設病院委員会 

委 員 長  

副委員長 

委 員  

　 〃 　  

　 〃 　  

　 〃 　  

内藤とし子 

幸前　信雄 

北川　広人 

佐野　勝已 

寺田　正人 

小嶋　克文 

議会運営委員会 

委 員 長  

副委員長 

委 員  

　 〃 　  

　 〃 　  

森　　英男 

北川　広人 

鐡岡　初浩 

水野　金光 

小嶋　克文 

議　　長 

副 議 長  

監査委員 

内藤　皓嗣 

磯貝　正隆 

小嶋　克文 



　
毎
日
の
生
活
に
密
接
な
関
わ
り
の
あ

る
水
道
事
業
に
対
し
、
広
く
市
民
の
方

に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎

年
6
月
1
日
〜
7
日
を
水
道
週
間
と
し

て
い
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
に
毎
日
送
り
続
け
て
い
る
水

は
、
日
常
生
活
を
送
る
う
え
で
最
も
重

要
な
限
り
あ
る
資
源
で
す
。 

　
私
た
ち
が
日
々
う
る
お
い
の
あ
る
暮

ら
し
を
し
て
い
く
た
め
に
必
要
不
可
欠

な
水
は
、
そ
の
大
切
さ
を
私
た
ち
が
認

識
し
ム
ダ
な
く
使
っ
て
こ
そ
、
そ
の
価

値
を
知
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
特
に
水
不
足
が

叫
ば
れ
る
時
期
で
す
の
で
、
日
頃
か
ら

こ
ま
め
に
蛇
口
を
閉
め
る
、
風
呂
の
残

り
湯
を
洗
濯
・
掃
除
・
洗
車
な
ど
に
使

用
す
る
こ
と
を
心
が
け
れ
ば
水
を
有
効

利
用
で
き
る
と
と
も
に
自
然
に
節
水
に

つ
な
が
り
ま
す
。 

　
こ
の
水
道
週
間
を
機
会
に
改
め
て
水

の
大
切
さ
を
見
直
す
た
め
に
も
、
一
人

ひ
と
り
が
水
資
源
や
経
費
の
節
約
に
つ

な
が
る
上
手
な
水
の
使
い
方
を
も
う
一

度
考
え
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
話

し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。 

   ・
犬
は
放
し
飼
い
に
せ
ず
、
出
入
口
や

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
離
れ
た
と

こ
ろ
に
し
っ
か
り
つ
な
い
で
く
だ
さ

い
。 

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
を
置

か
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
中
に
水
や
泥

が
入
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
、
常
に

き
れ
い
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
増
改
築
な
ど
で
メ
ー
タ
ー
が
床
下
や

土
中
に
な
る
場
合
は
、
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
へ
依
頼
し
て
検
針
し

や
す
い
場
所
へ
移
し
て
く
だ
さ
い
。 

    　
新
築
、
増
築
、
改
築
、
修
繕
な
ど
で

給
水
装
置
の
工
事
を
希
望
す
る
方
は
、

高
浜
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

　
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
以
外
が

施
工
し
た
給
水
装
置
の
場
合
は
、
給
水

で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。 

※
5
ペ
ー
ジ
の
一
覧
表
参
照
。 

   　
前
回
に
比
べ
て
急
に
水
道
の
使
用
量

が
増
え
た
と
き
は
、
地
下
や
床
下
な
ど

の
見
え
な
い
と
こ
ろ
で
水
が
漏
れ
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と

き
は
、
次
の
よ
う
に
し
て
調
べ
ま
し
ょ

う
。 

①
家
中
の
水
栓
（
蛇
口
）
を
全
部
閉
め

ま
し
ょ
う
。 

②
量
水
器
（
メ
ー
タ
ー
）
の
ふ
た
を
開

け
て
調
べ
ま
し
ょ
う
。
も
し
、
パ
イ

ロ
ッ
ト
が
回
っ
て
い
た
ら
、
ど
こ
か

で
水
漏
れ
し
て
い
ま
す
。
す
ぐ
に
指

定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ
修
繕
の

申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

          　
漏
水
は
大
切
な
水
が
ム
ダ
に
な
る
ば

か
り
で
な
く
、
知
ら
な
い
う
ち
に
び
っ

く
り
す
る
ほ
ど
の
料
金
を
請
求
さ
れ
る

原
因
に
も
な
り
ま
す
。
早
め
の
発
見
と

修
理
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、
修
繕
を
す
る
際
は
、
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
で
修
理
を
し
て
く

だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
雨
が
降
っ
て
い
な
い
の
に
道

路
や
公
園
な
ど
で
地
面
が
湿
っ
て
い
た

り
、
水
が
湧
き
出
て
い
る
箇
所
を
見
つ

け
ま
し
た
ら
、
漏
水
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
市
役
所
都
市
整
備
グ
ル
ー

プ
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

検
針
員
か
ら
の
お
願
い 

指
定
給
水
装
置 

工
事
事
業
者
の
お
知
ら
せ 

 

漏
水
か
な
？
と
思
っ
た
ら 

問合せ先　市役所　蕁52－1111 
　　　　　・上下水道グループ（内線293・297） 
　　　　　・都市整備グループ（内線285・289） 
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浄
水
器
な
ど
の 

販
売
に
ご
注
意
を 

 

            　
県
営
水
道
で
は
、
水
道
週
間
の
期
間

中
、
上
野
、
豊
田
お
よ
び
幸
田
浄
水
場

を
一
般
開
放
し
ま
す
。 

と
き
　
6
月
1
日
豸
〜
7
日
豸
　
午
前

１０
時
〜
午
後
4
時
 

と
こ
ろ
 

・
上
野
浄
水
場
 

　（
東
海
市
名
和
町
蕨
山
７
） 

　
蕁
０５２

‐６０４
‐4
1
3
2
 

・
豊
田
浄
水
場
 

　（
豊
田
市
浄
水
町
原
山
6
2
） 

　
蕁
0
5
6
5

‐４５
‐1
5
0
0
 

・
幸
田
浄
水
場
 

　（
額
田
郡
幸
田
町
大
字
坂
崎
字
楠
木

　
２３

‐4
） 

　
蕁
0
5
6
4

‐６２
‐1
4
5
0
 

※
団
体
で
見
学
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か

じ
め
各
浄
水
場
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
細
は
、
西
三
河
水
道
事
務

所
（
蕁
９８

‐5
6
5
1
）
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

   　
最
近
、「
市
役
所
の
ほ
う
か
ら
来
ま

し
た
。」
な
ど
と
水
道
担
当
職
員
や
そ

の
関
係
者
を
装
っ
て
各
家
庭
を
訪
問
し
、

次
の
よ
う
な
訪
問
販
売
を
す
る
業
者
が

増
え
て
い
ま
す
。 

・
水
質
検
査
と
称
し
て
、
宅
内
の
蛇
口

の
水
を
コ
ッ
プ
に
取
り
、
薬
品
を
入

れ
て
変
色
す
る
と
「
水
質
が
悪
い
の

で
、
浄
水
器
を
取
り
付
け
た
ほ
う
が

い
い
。」
な
ど
と
言
い
、
高
額
な
浄

水
器
を
販
売
・
あ
っ
せ
ん
す
る
。 

・
給
水
設
備
の
点
検
・
清
掃
・
修
理
を

行
っ
て
、
高
額
な
代
金
を
請
求
す
る

な
ど
。 

　
市
で
は
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
水

道
水
の
供
給
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
皆

さ
ん
か
ら
の
要
請
や
事
前
の
了
解
な
し

に
水
質
検
査
を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。 

　
ま
た
、
浄
水
器
の
訪
問
販
売
も
一
切

行
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

　
不
審
だ
と
思
っ
た
ら
、
家
の
中
に
は

入
れ
ず
に
、
職
員
身
分
証
明
証
の
提
示

を
求
め
て
確
認
す
る
な
ど
し
て
、
市
役

所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

　
万
一
、
契
約
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
制
度
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
相
談
窓
口
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。 

相
談
窓
口
 

・
西
三
河
県
民
生
活
プ
ラ
ザ
消
費
生
活

相
談
 

　
蕁
0
5
6
4

‐２７
‐0
9
9
9
 

・
土
日
相
談
コ
ー
ナ
ー
 

　
蕁
０５２‐９６２
‐0
9
9
9
 

 

▲上野浄水場（東海市） 

県営水道浄水場を 
一般公開します 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

35 

36 

37 

38 

39 

40 

41 

42 

43 

44 

45 

46 

47 

48 

49 

50 

51 

52 

53 

54 

55 

56 

57 

58 

59 

60 

61 

62 

63 

64 

65 

66 

67 

68

中設工事（株） 

（株）新松 

（有）神龍 

天野住宅設備 

（株）榊原設備工業所　高浜営業所 

ヤマザキ水道 

（株）神直 

（有）カミヤ設備 

（有）伊藤設備工業 

（株）久米水道 

榊原管工（株） 

（株）桶元　高浜支店 

丸愛内藤設備（有） 

（株）岡本建設 

（有）Ｍ’ｓ 

（株）岡田建工 

神谷建設（株） 

（株）鈴和建設 

（株）旭設備 

 

（株）長谷川設備工業 

（株）イタヤ 

大浜燃料（株） 

榊原工業（株） 

天駒設備工業所 

（株）石川住設工事 

小垣江設備 

佐々木建設（株） 

中央プランテック（株） 

山水工業（株） 

大建工業（株） 

日設工業（株） 

石川管工（株） 

イ－リビング 

安成工業（株） 

三水工業（株） 

（株）長谷部建材店 

三神設備（株） 

（株）三幸 

中根設備 

（有）田島工業所 

（有）ヤマト住設 

（有）サンウエムラ 

（有）岡田設備 

（有）金十ポンプ工業所 

（株）天野ポンプ西三河営業所 

（株）豊光設備 

石川水道工業所 

（株）赤松住総 

（株）オケスエ 

酒井工業（株） 

コスモ水道設備（有） 

丸栄設備 

日星設備（株） 

松川設備工業（株） 

（有）セイワ設備工業 

（有）中川設備工業（株） 

（株）濱島設備工業所 

（有）カジサン商会 

中西設備 

石田設備（株） 

森島設備管工（株） 

（有）岡田工業豊田営業所 

（株）エスケーシー 

双伸工業（株） 

（有）雄貴設備 

積和建設東名（株） 

協立設備工業（株） 

ダイスイ設備（株） 

高浜市新田町三丁目8番地11 

高浜市碧海町三丁目6番地19 

高浜市二池町一丁目1番地26 

高浜市呉竹町四丁目6番地25 

高浜市青木町三丁目8番地32 

高浜市青木町七丁目2番地14 

高浜市青木町八丁目5番地10 

高浜市芳川町四丁目1番地12 

高浜市八幡町五丁目9番地2 

高浜市本郷町五丁目3番地64 

高浜市沢渡町二丁目5番地17 

高浜市神明町一丁目7番地27 

高浜市小池町六丁目7番地28 

高浜市本郷町四丁目3番地6 

高浜市芳川町二丁目9番地33 

高浜市田戸町二丁目1番地1 

高浜市芳川町一丁目3番地11 

高浜市春日町三丁目2番地8 

高浜市青木町八丁目1番地17 

 

碧南市中後町1丁目47番地 

碧南市栄町2丁目7番地 

碧南市港本町4番地21 

碧南市野田町129番地 

碧南市向陽町4丁目52番地 

碧南市植出町5丁目16番地 

刈谷市小垣江町上半ノ木17－1 

刈谷市築地町小山渡1番地5 

刈谷市野田町馬池3番地18 

刈谷市青山町3丁目1番地1 

刈谷市富士見町2丁目602番地 

刈谷市神明町1丁目28番地 

刈谷市新富町5丁目507番地 

刈谷市下重原町3丁目64番地 

安城市篠目町肥田60番地1 

安城市池浦町曲尺手23番地 

安城市日の出町7番1号 

安城市今本町1丁目9番52号 

安城市高木町下屋敷2番地 

安城市大東町15－11 

安城市赤松町大北92の2 

安城市東端町用地24 

安城市池浦町丸田298番地2 

安城市安城町戸崎27番地 

安城市朝日町15番14号 

安城市小川町金政123番地スカイタウン211-5号 

知立市長篠町新田34番地 

西尾市米津町桜道22番地1 

西尾市上道目記町北後29番地2 

西尾市住吉町4丁目12番地 

西尾市戸ケ崎五丁目3番地13 

半田市横川町2丁目67番地 

半田市岩滑高山町6丁目4番地11 

半田市南大矢和町2丁目46番地の24 

半田市協和町2丁目115番地 

東浦町大字生路字西畑13－1 

東浦町大字緒川字西釜池5－15 

豊明市栄町上ノ山84番地35 

東浦町大字緒川字竹塚8番地の13 

東海市荒尾町左エ門起1－1 

岡崎市六供町字甲西34番地 

豊田市大島町錦9番地1 

豊田市渡刈町西糟目77番地3 

豊田市吉原町鶴喰68番地 

名古屋市中川区横前町81番地 

名古屋市守山区薮田町816番地 

名古屋市守山区四軒家2丁目609番地 

名古屋市千種区高見一町目18番9号 

名古屋市熱田区古新町2丁目73－2

0566－53－2515 

0566－53－0945 

0566－53－0829 

0566－53－3939 

0566－53－1245 

0566－53－0341 

0566－53－3284 

0566－52－2592 

0566－53－1095 

0566－52－3446 

0566－52－2210 

0566－53－1374 

0566－53－1717 

0566－53－0121 

0566－52－2638 

0566－52－5111 

0566－53－1258 

0566－53－1319 

0566－53－8407 

 

0566－42－1190 

0566－48－3101 

0566－41－2666 

0566－41－3934 

0566－41－8416 

0566－42－2600 

0566－22－5456 

0566－21－1253 

0566－23－5731 

0566－21－6598 

0566－24－1605 

0566－21－5333 

0566－21－0585 

0566－21－5800 

0566－75－2611 

0566－76－5371 

0566－76－2033 

0566－97－9265 

0566－77－2851 

0566－76－3030 

0566－76－4759 

0566－79－2016 

0566－77－1248 

0566－75－4179 

0566－76－2568 

0566－99－8484 

0566－81－1170 

0563－57－2430 

0563－56－9409 

0563－56－3020 

0563－57－0511 

0569－28－6057 

0569－22－8287 

0569－28－4141 

0569－21－5087 

0562－84－4807 

0562－34－9232 

0562－97－1540 

0562－83－3220 

052－603－5066 

0564－24－0139 

0565－53－2621 

0565－71－3501 

0565－54－1746 

052－412－4221 

052－768－1876 

052－772－2411 

052－751－2004 

052－681－6019

番号 

（市外） 

業 者 名  住 所  電 話 番 号  

高浜市指定給水装置工事事業者一覧 
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追加危険因子が3つ以上 

積極的支援 

追加危険因子が1～2つ 

動機付け支援 

追加危険因子が2つ以上 

積極的支援 

追加危険因子が1つ 

動機付け支援 

特集 

　糖尿病などの生活習慣病の引き金となる「メタボリックシンドローム」について、広報で3回にわたりお知らせして

きました。いよいよ今回は、あなたのからだの「メタボリックシンドローム」の状態をチェックする「特定健康診査」

についてお知らせします。 

　この健康診査は、皆さんが所属する各保険者（国民健康保険や会社の健康保険など）が実施します。実施方法は、 

各保険者によって異なります。高浜市国民健康保険が実施する特定健康診査の流れをご紹介します。 

　7月から9月末の間に市内医療機関で、腹囲の計測、血液検査、尿検査、血圧測定などの検査を受けてい

ただきます。 

　受診した医療機関で、結果説明を受けていただきます。また、健診結果に応じて特定保健指導レベルを

判定します。 

①～③の危険因子が1つ以
上の場合のみカウント 

「あり」 

収縮期 
　130mmHg以上 
拡張期 
　85mmHg以上 
のいずれかまたは両方 

中性脂肪 150mg/dl以上 
HDL コレステロール 
　40mg/dl未満 

空腹時血糖 100mg/dl以上 
ヘモグロビン A1c5.2％以上 

　40歳から74歳までの人を対象に、内臓脂肪症候群（メタボリック

シンドローム）に着目して、その原因である生活習慣を改善し、糖尿

病などの有病者・予備群を減少させることです。 
〈目的〉 

※BMI＝ 
体重（㎏）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ） 

珈腹囲 
　男性85㎝以上 
　女性90㎝以上 

玳BMI 
男性85㎝未満 
女性90㎝未満 
　　　＋ 
BMIが25以上 

＋ 

珈に該当した場
合、追加危険因
子①～④のうち 

玳に該当した場
合、追加危険因
子①～④のうち 

※ただし、高血圧症、高血糖、脂質異常症
（高脂血症）に関して服薬中の方は保健
指導の対象ではありません。65～74歳
の方は積極的支援の対象となった場合も
動機付け支援になります。 

7 広報たかはま H20.6.1

　特定保健指導レベルで「積極的支援」「動機付け支援」が必要と判定された方には、市の保健師から、 

特定保健指導のご案内をさせていただきます。 

　メタボリックシンドロームを解消するために、保健師・管理栄養士などの専門スタッフから、個々の 

健康状態やライフスタイルに合わせた保健指導を受けていただきます。 

　これまで、高浜市が実施していた老人保健法に基づく「基本健康診査」は、平成20年4月に施行された「高齢

者の医療の確保に関する法律」により、医療保険者が生活習慣病予防のために行う「特定健康診査」に変わりま

した。 

　高浜市国民健康保険に加入している方の「特定健康診査」の実施方法については、6月15日号でお知らせしま

す。国民健康保険以外の健康保険に加入している方は、保険者にお問い合わせください。 

　この支援が必要な方は、生活習慣病（糖尿病や高血圧症、心疾患、脳

血管疾患など）になる一歩手前の状態です。 

　保健師・栄養士などがメタボリックシンドロームを解消するため、6ヶ

月間にわたり生活習慣の改善をサポートします。 

　食事を見直す教室や実際に運動を行う教室など体験していただきなが

ら、楽しく継続的に実行していけるようサポートします。 

積極的支援 
（メタボリックシンドロームの危険因子が重なっている方） 

　この支援が必要な方は、内臓脂肪がたまりメタボリックシンドローム

の危険因子が出始めている状態です。今から生活習慣を見直せば、メタ

ボリックシンドロームの状態を解消し、生活習慣病を予防することがで

きます。 

　保健師・栄養士で、生活習慣の改善目標を設定し、栄養指導や運動指

導に関する専門的な知識や技術を提供させていただき、自主的な取組み

を継続的に行っていただけるようサポートします。 

動機付け支援 
（メタボリックシンドロームの危険因子が出現しはじめた方） 

ご自分のからだは1つしかありません。 
1年に1回は健康診査を受けましょう!!
ご自分のからだは1つしかありません。 
1年に1回は健康診査を受けましょう!!
ご自分のからだは1つしかありません。 
1年に1回は健康診査を受けましょう!!

問合せ先：いきいき広場内保健福祉グループ　蕁52－9871
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平
成
１９
年
度
に
お
け
る
情
報
公
開
制

度
の
実
施
状
況
を
公
表
し
ま
す
。 

　
こ
れ
は
、
高
浜
市
情
報
公
開
条
例
第

１６
条
の
規
定
に
基
づ
い
て
公
表
す
る
も

の
で
す
。 

　
平
成
１９
年
度
は
、
全
体
で
9
件
の
請

求
（
申
出
）
が
あ
り
、
そ
の
内
訳
と
し

て
は
、
公
開
が
7
件
、
部
分
公
開
が
2

件
、
非
公
開
が
0
件
、
文
書
不
存
在
が

0
件
で
し
た
。 

◆
不
服
申
立
て
の
状
況
 

　
不
服
申
立
て
は
、
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。 

◆
公
文
書
の
公
開
の
請
求
お
よ
び
処
理

状
況
 

                            問
合
せ
先
 

　
市
役
所
文
書
管
理
グ
ル
ー
プ
 

　
蕁
５２

‐１
１
１
１
（
内
線
３６６
、
３６１
） 

    　
平
成
8
年
4
月
１
日
か
ら
個
人
情
報

保
護
条
例
が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
個
人
情
報
保
護
条
例
は
、
市
が

個
人
情
報
を
取
り
扱
う
際
の
具
体
的
な

ル
ー
ル
を
定
め
、
個
人
情
報
の
適
正
な

取
り
扱
い
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
だ

れ
も
が
自
分
の
情
報
の
開
示
・
訂
正
な

ど
を
請
求
で
き
る
権
利
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
人
の
権
利
利
益

を
保
護
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

　
平
成
１９
年
度
に
お
け
る
個
人
情
報
保

護
条
例
の
運
用
状
況
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。 

①
自
己
情
報
の
取
扱
事
務
の
登
録
状
況

（
表
１
） 

②
自
己
情
報
の
開
示
請
求
の
状
況
（
表

2
） 

③
自
己
情
報
の
訂
正
請
求
の
状
況
 

④
自
己
情
報
の
利
用
停
止
請
求
の
状
況
 

⑤
不
服
申
立
の
状
況
 

※
③
〜
⑤
の
実
績
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。 

問
合
せ
先
 

　
市
役
所
情
報
管
理
グ
ル
ー
プ
 

　
蕁
５２‐１
１
１
１
（
内
線
３１４
、
３２９
） 

  

情
報
公
開
制
度 

実
施
状
況
の
公
表 

個
人
情
報
保
護
制
度 

運
用
状
況
の
公
表 

※義務公開とは、高浜市情報公開条例が施行された平成4年4月1日以後に実施機関の職員が作成したり、取得したりした公文書
について、公開の請求に基づいて公開することをいいます。 
※任意公開とは、平成4年4月1日前に実施機関の職員が作成したり、取得したりした公文書について、公開の申し出に基づいて
公開することをいいます。 

処 理 状 況  

決 定 （ 回 答 ） の 内 容  

公 開  

義 務 公 開（請求） 

任 意 公 開（申出） 

合 計  

9件 

0件 

9件 

7件 

0件 

7件 

2件 

0件 

2件 

0件 

0件 

0件 

0件 

0件 

0件 

0件 

0件 

0件 

請 求  
（申出） 
件 数  部分公開 非公開 不存在 

取下げ 

蜷
表
2

蜷
表
1

自己情報の開示請求の状況 個人情報の取扱事務の登録状況 

請求件数 実 施 機 関  

地域協働部 57件 7件 

市民総合窓口センター 92件 

福祉部 109件 

こども未来部 37件 

都市政策部 74件 

行政管理部 21件 

市立病院 2件 

会計管理者 3件 

小　計 395件 

議　会 

教育委員会 33件 

選挙管理委員会 11件 

公平委員会 1件 

監査委員 1件 

農業委員会 1件 

固定資産評価審査委員会 1件 

水道事業管理者 7件 

合　計 457件 

登録件数 実 施 機 関  登録件数 

開　　示 1　件 

一部開示 0　件 

不 開 示  0　件 

　　　　　　　1　件 

決
定
の
内
容
 

市
　
　
長
 

処
理
状
況
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高
浜
市
奨
学
生
募
集 

水
質
パ
ト
ロ
ー
ル
隊 

募
集
中 

協
働
事
業
委
員
募
集 

外
部
委
託 

第
三
者
評
価
会
委
員 

募
集 

平
成
２０
年
度 

広報たかはま H20.6.1

C I T Y  T O P I C S

   対
象
　
市
内
在
住
で
次
の
項
目
に
該
当

す
る
方
 

・
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
高
等
学
校

に
在
学
し
て
い
る
方
 

・
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
、

そ
の
他
の
団
体
か
ら
奨
学
金
を
受
け

て
い
な
い
方
 

・
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
な
方

（
本
人
の
属
す
る
世
帯
で
、
平
成
１９

年
１１
月
１
日
以
降
倒
産
な
ど
に
よ
り

非
自
発
的
に
離
職
、
ま
た
は
自
営
業

者
で
売
上
減
と
な
っ
た
世
帯
の
方
を

含
む
） 

支
給
額
　
月
額
8
，
0
0
0
円
 

支
給
期
間
　
当
該
高
等
学
校
の
正
規
の

修
業
期
間
を
修
了
す
る
ま
で
 

申
請
手
続
　
奨
学
金
の
支
給
を
受
け
よ

う
と
す
る
方
は
、
次
の
書
類
を
学
校

経
営
グ
ル
ー
プ
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。 

①
高
浜
市
奨
学
金
支
給
申
請
書
 

②
在
学
す
る
学
校
の
校
長
の
推
薦
書
 

③
家
庭
状
況
調
査
書
 

④
在
学
証
明
書
 

※
①
②
③
の
用
紙
は
、
学
校
経
営
グ
ル

ー
プ
に
あ
り
ま
す
。 

※
申
請
は
、
毎
年
必
要
で
す
。 

申
込
期
間
　
6
月
2
日
豺
〜
３０
日
豺
 

申
込
・
問
合
せ
先
 

　
教
育
委
員
会
学
校
経
営
グ
ル
ー
プ
 

　
蕁
５２‐１
１
１
１
（
内
線
３１１
） 

                 　
身
近
に
あ
る
川
や
池
、
水
路
を
じ
っ

く
り
と
眺
め
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。 

　
私
た
ち
の
大
切
な
川
や
海
は
、
日
常

生
活
か
ら
出
さ
れ
る
排
水
（
生
活
排
水
）

に
よ
っ
て
、
気
付
か
な
い
う
ち
に
汚
れ

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　
そ
こ
で
、
実
際
に
身
近
な
川
な
ど
を

調
べ
て
も
ら
う
小
・
中
学
生
の
「
水
質

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
を
募
集
し
ま
す
。 

　
こ
の
夏
、
家
族
や
友
達
同
士
な
ど
で

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

資
格
　
①
地
域
の
小
中
学
生
（
１
人
で

の
参
加
も
可
）
②
各
グ
ル
ー
プ
に
、

成
人
の
指
導
者
が
必
要
で
す
。 

募
集
期
限
　
6
月
１３
日
貊
 

調
査
方
法
　
7
月
〜
9
月
中
に
、
簡
易

な
水
質
検
査
試
薬
を
使
っ
た
水
質
検

査
や
付
近
の
様
子
観
察
な
ど
を
行
い
、

リ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
ま
す
。 

募
集
案
内
の
配
布
・
問
合
せ
先
 

・
県
水
地
盤
環
境
課
 

　
蕁
０５２

‐９５４
‐6
2
1
9
 

・
市
役
所
市
民
生
活
グ
ル
ー
プ
 

　
蕁
５２‐１
１
１
１
（
内
線
２６５
） 

    　
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
、
新
し
い
公
共
空
間
を
形
成

す
る
た
め
に
、
平
成
１８
年
度
に
創
設
し

た
「
協
働
事
業
推
進
事
業
交
付
金
制
度
」

と
、
今
年
度
か
ら
創
設
し
た
「
協
働
事

業
ハ
ー
ド
整
備
費
交
付
金
制
度
」
に
つ

い
て
、
市
民
公
益
活
動
団
体
な
ど
か
ら

提
案
さ
れ
る
事
業
内
容
の
審
査
や
評
価

な
ど
を
行
う
委
員
を
募
集
し
ま
す
。 

資
格
　
市
民
　
 

※
提
案
団
体
関
係
者
は
除
き
ま
す
。 

任
期
　
2
年
 

会
議
　
年
3
〜
4
回
程
度
 

募
集
人
員
　
3
人
 

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
し

ま
す
。 

申
込
方
法
　
6
月
１６
日
豺
ま
で
に
、
地

域
政
策
グ
ル
ー
プ
備
え
付
け
の
応
募

用
紙
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

問
合
せ
先
 

　
市
役
所
地
域
政
策
グ
ル
ー
プ
 

　
蕁
５２‐１
１
１
１
（
内
線
３２８
） 

      　
市
が
実
施
す
る
外
部
委
託
事
業
に
つ

い
て
、
公
平
性
・
透
明
性
を
確
保
す
る

た
め
、
学
識
経
験
者
な
ど
や
市
民
の
皆

さ
ん
に
よ
る
外
部
委
託
第
三
者
評
価
会

を
今
年
度
よ
り
設
置
し
ま
す
。 

　
こ
の
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
委

員
を
募
集
し
ま
す
。 

対
象
　
市
民
 

※
利
害
関
係
者
は
除
き
ま
す
。 

任
期
　
2
年
 

会
議
　
年
に
3
〜
4
回
程
度
 

募
集
人
員
　
3
人
 

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
し

ま
す
。 

申
込
方
法
　
6
月
１６
日
豺
ま
で
に
、
地

域
政
策
グ
ル
ー
プ
備
え
付
け
の
応
募

用
紙
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

問
合
せ
先
 

　
市
役
所
地
域
政
策
グ
ル
ー
プ
 

　
蕁
５２‐１
１
１
１
（
内
線
３２８
） 



　
国
・
県
・
市
の
主
な
福
祉
関
係
の

手
当
制
度
（
平
成
２０
年
4
月
現
在
）

を
紹
介
し
ま
す
。 

　
受
付
は
、
常
時
行
っ
て
い
ま
す
が
、

所
得
に
よ
っ
て
受
け
ら
れ
な
い
場
合

や
内
容
を
変
更
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、
地
域
福
祉
グ
ル

ー
プ
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

問
合
せ
先
　
 

　
い
き
い
き
広
場
内
地
域
福
祉
グ
ル

ー
プ
 

　
蕁
５２

‐9
8
7
１
 

　◎表の「種類」にある（　）は、各行政による制度を表しています。 
　◎このほかに、災害見舞金の制度があります。詳細については、問合せてください。 
※愛知県遺児手当と高浜市遺児手当は支給期限があります。 
 手当の支給が始まってから 
1年目から3年目………児童1人につき月額　県　4,500円　市　2,400円 
4年目から5年目………児童1人につき月額　県　2,250円　市　1,200円 
6年目から………………手当の支給はなくなります。 

4、8、12月 

区分 種　　　類 対　　　象 手当の月額 支給月 備　　考 

児童1人のとき41,720円 
児童2人のとき46,720円 
3人目以降は、1人増すごとに3,000円加算 

児童扶養手当 （国） 

 

所得により手当額が
異なります 

4、8、12月 父または母の死亡、父母の離婚、父または母が
重度の障害（身障手帳1級および2級の一部）
などにある家庭で、18歳到達年度末までの児
童を養育している方 

遺児1人につき4,500円※1遺児手当 （県） 

遺児手当 （市） 

所得制限あり 

4、8、12月 

4、8、12月 

20歳未満の中度、重度（身障手帳1～3級およ
び4級の一部または療育手帳Ａ、Ｂ判定）の障害
児を養育している方 

重度50,750円 
中度33,800円 

特別児童扶養手当 （国＋県） 所得制限あり 

所得制限あり 
◎介護保険施設や社
会福祉施設に入所
（通所は除く）し
た場合は資格喪失
になります 

20歳未満で精神または身体の重度の障害により、
日常生活に常時特別の介護を要する方（障害を
事由とした年金受給者及び施設入所者を除く。） 

Ａ種（国）14,380円＋（県）7,160円 
Ｂ種（国）14,380円＋（県）1,160円 
Ｃ種（国）14,380円 

障害児福祉手当 （国＋県） 

2、5、8、11月 
20歳以上で精神または身体の重度の障害により、
日常生活に常時特別の介護を要する方（施設入
所者および長期入院者を除く。） 

Ａ種（国）26,440円＋（県）7,090円 
Ｂ種（国）26,440円＋（県）1,090円 
Ｃ種（国）26,440円 

Ａ種（国）14,380円＋（県）7,160円 
Ｂ種（国）14,380円＋（県）1,160円 
Ｃ種（国）14,380円 

特別障害者手当 （国＋県） 所得制限あり 

20歳以上で従来の福祉手当の受給者であって特
別障害者手当に該当せず、かつ、障害基礎年金
も支給されない方（施設入所者を除く。） 

経過的福祉手当 （国＋県） 

左記①16,100円 

左記②、③7,000円 

①身障手帳1・2級かつ療育手帳Ａ判定の合併者 
②身障手帳1･2級または療育手帳Ａ判定の所持者 
③身障手帳3級かつ療育手帳Ｂ判定の合併者 
※②・③の場合、手帳が交付された日の年齢が
65歳以上の方は対象外です（平成20年4月
1日以降） 

在宅重度障害者手当 （県） 

3、9月末日 

所得制限あり 
◎介護保険施設や社
会福祉施設に入所
（通所は除く）し
た場合は支給が停
止されます 

身障1級・療育A判定・精神1級　4,000円 
身障2級　3,500円 
身障3級・療育Ｂ判定・精神2級　3,000円 
身障4～6級・療育Ｃ判定・精神3級　2,000円 

市内在住で、身障手帳・療育手帳・精神障害者
保健福祉手帳の所持者 障害者扶助料 （市） 

12月 

◎介護保険施設や社
会福祉施設に入所
（通所は除く）し
ている場合は支給
が停止されます 

年額15，000円 

年額23，000円 

毎年度12月1日現在、市内に住所があり、視覚
障害3級以上の身体障害者手帳をお持ちの18歳
以上の方 

毎年度12月1日現在、市内に住所があり、身体
障害者手帳および療育手帳をお持ちの18歳未満
の児童 

視覚障害者見舞金 （市） 

12月 

◎社会福祉施設に
入所（通所は除く）
している場合は
支給が停止され
ます 

心身障害児見舞金 （市） 

3、9月末日 遺児1人につき2,400円※1 所得制限あり 

母
子
・
父
子
家
庭
対
象 

　
障
害
者
（
児
）
対
象 

     

父がいないか、父が障害（身障手帳1級および
2級の一部）状態にある家庭で、18歳到達年
度末での児童または20歳未満で障害の状態に
ある児童を養育している方 
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一般細菌 

大腸菌 

カドミウム及びその化合物 

水銀及びその化合物 

セレン及びその化合物 

鉛及びその化合物 

ヒ素及びその化合物 

六価クロム及びその化合物 

シアン化物イオン及び塩化シアン 

硝酸態窒素及び亜硝酸態素 

フッ素及びその化合物 

ホウ素及びその化合物 

四塩化炭素 

1.4－ジオキサン 

1.1－ジクロロエチレン 

シス－1.2－ジクロロエチレン 

ジクロロメタン 

テトラクロロエチレン 

トリクロロエチレン 

ベンゼン 

クロロ酢酸 

クロロホルム 

ジクロロ酢酸 

ジブロモクロロメタン 

臭素酸 

総トリハロメタン 

トリクロロ酢酸 

ブロモジクロロメタン 

ブロモホルム 

ホルムアルデヒド 

亜鉛及びその化合物 

アルミニウム及びその化合物 

鉄及びその化合物 

銅及びその化合物 

ナトリウム及びその化合物 

マンガン及びその化合物 

塩化物イオン 

カルシウム、マグネシウム等（硬度） 

蒸発残留物 

陰イオン界面活性剤 

ジェオスミン 

2－メチルイソボルネオール 

非イオン界面活性剤 

フェノール類 

有機物 

pH値 

味 

臭気 

色度 

濁度 

水温 

残留塩素 

100個/ml以下 

不検出 

0.01mg/l以下 

0.0005mg/l以下 

0.01mg/l以下 

0.01mg/l以下 

0.01mg/l以下 

0.05mg/l以下 

0.01mg/l以下 

10mg/l以下 

0.8mg/l以下 

1.0mg/l以下 

0.002mg/l以下 

0.05mg/l以下 

0.02mg/l以下 

0.04mg/l以下 

0.02mg/l以下 

0.01mg/l以下 

0.03mg/l以下 

0.01mg/l以下 

0.02mg/l以下 

0.06mg/l以下 

0.04mg/l以下 

0.1mg/l以下 

0.01mg/l以下 

0.1mg/l以下 

0.2mg/l以下 

0.03mg/l以下 

0.09mg/l以下 

0.08mg/l以下 

1.0mg/l以下 

0.2mg/l以下 

0.3mg/l以下 

1.0mg/l以下 

200mg/l以下 

0.05mg/l以下 

200mg/l以下 

300mg/l以下 

500mg/l以下 

0.2mg/l以下 

0.00001mg/l以下 

0.00001mg/l以下 

0.02mg/l以下 

0.005mg/l以下 

5mg/l以下 

5.8以上8.6以下 

異常なし 

異常なし 

5度以下 

2度以下 

 

１程度以下 

平　均 

0 

陰性 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

0.3 

0.08 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

0.010  

0.002  

0.001  

（－） 

0.014  

0.007  

0.004  

（－） 

0.001  

（－） 

0.02  

0.02  

（－） 

5.1 

（－） 

5.7  

16 

39 

（－） 

0.000001  

0.000002  

（－） 

（－） 

0.3  

7.3  

異常なし 

異常なし 

1度未満 

0.5度未満 

17  

0.41 

最　大 

0 

陰性 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

0.3 

0.08 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

0.018 

0.006 

0.002 

（－） 

0.023  

0.010  

0.005 

（－） 

0.004 

（－） 

0.06 

0.02 

（－） 

5.1 

（－） 

8.8 

16 

39 

（－） 

0.000001  

0.000002  

（－） 

（－） 

0.7 

7.4 

異常なし 

異常なし 

1度未満 

0.5度未満 

26 

0.56

最　小 

0 

陰性 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

0.3 

0.08 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

0.003 

（－） 

（－） 

（－） 

0.005  

0.003  

0.002 

（－） 

（－） 

（－） 

（－） 

0.01 

（－） 

5.1 

（－） 

4.8 

16 

38 

（－） 

0.000001  

0.000001  

（－） 

（－） 

（－） 

6.9 

異常なし 

異常なし 

1度未満 

0.5度未満 

7 

0.29

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

35 

36 

37 

38 

39 

40 

41 

42 

43 

44 

45 

46 

47 

48 

49 

50

平成19年度 
水 質 基 準 値 項　　　　目 

（－）は、各定量下限を下回ることを示す。 

　市では、皆さんに安全でおいしい水を飲んでいただく

ために毎日、水質検査を行っています。 

　平成19年度の水質検査結果は、すべての項目について

水質基準に適合しており、各水質検査項目についての結

果は表のとおりです。 

問合せ先　 

市役所都市整備グループ　蕁 52－1111（内線231・285・289） 

水道水質検査結果報告 
平成19年度 
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●参加資格 
①高浜市在住・在勤・在学の方および碧南市、刈谷市、安城市、知立市に在住の方。 
②泳げる方。 
③ボート（漕艇）練習会に参加できる方。 
※18歳未満の方は、保護者の承諾が必要です。 

●クルー編成 
①コックス（舵取り）1人・漕ぎ手4人で1クルーです。（監督1名、補漕1名まで登録可能） 
②種別間の漕ぎ手・コックスを兼ねることはできません。（監督はこの限りではありません） 
③各種別のコックスは、性別・年齢を問いません。 

●参加費 
　・・中学生以下・高校生…無料 
　・・一般・壮年…5,000円（１クルー） 
　※申込後の参加取消や悪天候による中止の場合でも参加費は返金できません。 

●申込方法 
・所定の申込書に必要事項を記載し、参加費を添えて申し込んでください。 
・郵送の場合は、参加費を郵便局の定額小為替証書にして郵送してください。 
（市役所文化スポーツグループのみ受付／申込期限当日の消印まで有効） 

●申込先 
　・・高浜市漕艇センター 
　　　土・日曜日　午前9時～正午 
　・・市役所文化スポーツグループ 
　　〒444－1398（住所不要） 
　　　月曜日～金曜日　午前8時30分～午後5時15分 
　・・体育センター 
　　　毎日　午前9時～午後9時 

●申込期限　6月30日豺 

●その他 
※艇・オールおよび救命胴衣は、主催者側で用意します。 
※その他、詳しくは問い合わせてください。 

●問合せ先 
・高浜ボートクラブ（高浜市漕艇センター内） 
　　蕁53－7745 
・市役所文化スポーツグループ 
　　蕁52－1111（内線333） 

と　　き　7月26日貍午前7時～午後2時（予定／小雨決行） 
※荒天の場合は7月27日豸に順延。 

と こ ろ　高浜川特設コース（高浜市碧海町） 
競漕種目　ナックルフォア（4人漕ぎ） 

第10回市民レガッタ　出場クルー募集 第10回市民レガッタ　出場クルー募集 第10回市民レガッタ　出場クルー募集 
高浜市ならではのスポーツ「レガッタ（ボート大会）」を今夏も高浜川を会場に開催します。 
多くのクルーの参加をお待ちしています。 

広報たかはま H20.6.1 12

①中学生男子 
②中学生女子 

競　　漕　　種　　別 競漕距離 募集クルー数 

③一般男子（高校生以上の男子） 
④壮年男子（漕ぎ手の合計年齢が180歳以上） 

⑤一般女子（高校生以上の女子） 
⑥壮年女子（漕ぎ手の合計年齢が140歳以上） 

⑦男女混合（漕ぎ手2人以上が女子） 

470ｍ 

計80クルー 
（先着順） 

※①中学生男子、②中学生女子については小学生の参加を認める。ただし練習状態などを考察のうえ 
　主催者が承認したクルーに限る。 
※⑥壮年女子⑦男女混合については4クルー以上の参加がある場合のみ実施します。 
　（4クルー未満の場合は⑥壮年女子は⑤一般女子、⑦男女混合は③一般男子に入ります。） 

汐留橋橋脚耐震工事 
に伴い、競漕距離を 
変更する場合があり 
ます。 



市立病院 
健診のお知らせ 
健診は検査項目を確認して受診を 

（全て予約制） 

　市立病院では、皆さんのニーズに合うように検査の項目を考えて、次のような健診を行っています。自分の年齢 

（5歳きざみの節目年齢など）や受診する目的を確認して受診するようお勧めします。 

　なお、特定健診を6月から（国保加入者は除く）実施しますが、一般住民健康診査（7月から）の実施にあわせ健診 

受付時間を分けて実施するよう変更しました。ご了承ください。 

【健診基本項目】以下のすべての健診共通です 

・内科健診…聴打診、問診　　・・身体計測…身長、体重、腹囲、血圧　　・・尿検査…蛋白、糖、潜血 

　検査項目にＢ型肝炎検査、腫瘍マーカー（前立腺）を追加できます。 

【検査項目】基本項目以外の検査 

・眼科検査…眼底カメラ、視力　　・・胸部Ｘ線検査…正面（直接撮影）　 ・・心電図検査…安静時12誘導 

・血液検査…貧血検査、肝機能検査、脂質検査など23項目 

※Ｂ型肝炎検査、腫瘍マーカー（前立腺）は追加検査です。 

一般住民健康診査（7月から） 金曜日　受付時間／午後1時30分　対象者／20歳以上39歳以下の市内在住者 

　メタボリック健診といわれる新たな健診です。市立病院は社会保険（政府管掌、健保連、共済など）に加入している

方の指定健診機関です。 

【検査項目】基本項目以外の検査 

・血液検査…肝機能検査、脂質検査、血糖検査 

特定健診（6月から） 水、金曜日　受付時間／午後1時　対象者／40歳以上74歳以下の社保加入者 

　基本的な項目は全てそなえた総合的な人間ドックです。 

【検査項目】基本項目以外の検査 

・眼科検査…眼圧測定、眼底カメラ、視力　　・・胸部Ｘ線検査…正面・側面（直接撮影） 

・胃部Ｘ線検査…バリウム造影検査　※胃カメラは選択できません。 

・心電図検査…安静時12誘導 

・血液検査…貧血検査、肝機能検査、脂質検査、Ｂ型肝炎検査など27項目　※腫瘍マーカー（前立腺）は追加検査です。 

・便潜血検査…検便採取（2日分） 

・乳腺触診（希望者） 

成人ドック 火、木、金曜日　受付時間／午前8時20分　対象者／20歳以上の市内在住者 

　腹部超音波検査やマンモグラフィ（乳房X線検査）を含めたがん発見の検査項目を総合的に行います。検診は午前中

に終了します。 

【検査項目】基本項目以外の検査 

・眼科検査…眼圧測定、眼底カメラ、視力 

・聴力検査…オージオメーター（1000ヘルツ、4000ヘルツ） 

・胸部Ｘ線検査…正面、側面（直接撮影） 

・胃部Ｘ線検査又は胃内視鏡検査（胃カメラ）…胃カメラは月、火、金曜日に実施（経鼻カメラも選択可） 

・腹部超音波検査　　・・乳腺検査（女性のみ）…触診、マンモグラフィ（乳房X線検査） 

・心電図検査…安静時12誘導 

・血液検査…貧血検査、肝機能検査、脂質検査、Ｂ型、Ｃ型肝炎検査など30項目、腫瘍マーカー（消化器系、前立腺） 

・便潜血検査…検便採取（2日分）　　・・直腸診（希望者）…指診 

総合検診 月、火、木、金曜日　受付時間／午前8時20分　対象者／市内在住・在勤者 
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市
立
病
院 

臨
時
職
員
募
集 

 

養
護
学
校 

体
験
入
学 

＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊
 

                   職
種
な
ど
・
応
募
人
員
 

・
看
護
師
（
要
資
格
）
…
若
干
名
 

・
准
看
護
師
（
要
資
格
）
…
若
干
名
 

勤
務
時
間
・
形
態
　
月
〜
金
曜
日
、

午
前
8
時
３０
分
〜
午
後
5
時
１５
分

（
週
４０
時
間
） 

※
雇
用
期
間
、
勤
務
日
数
、
勤
務
時

間
な
ど
は
相
談
に
応
じ
ま
す
（
病

棟
勤
務
は
2
交
代
制
） 

賃
金
 

・
看
護
師
…
時
間
給
1
，
3
3
0
円
 

・
准
看
護
師
…
時
間
給
1
，
1
9
0

円
 

募
集
期
限
　
6
月
１６
日
豺
 

採
用
試
験
　
面
接
 

申
込
方
法
　
臨
時
職
員
雇
用
志
願
書

（
市
立
病
院
管
理
グ
ル
ー
プ
で
交

付
）、
資
格
免
許
証
の
写
し
を
出

し
て
く
だ
さ
い
。 

申
込
・
問
合
せ
先
 

　
市
立
病
院
管
理
グ
ル
ー
プ
 

　
蕁
５２‐5
5
2
2
 

           　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
障
が
い
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
お
子
さ
ん
と
そ
の

保
護
者
を
対
象
に
、
養
護
学
校
（
小

学
部
・
中
学
部
・
高
等
部
）
の
体
験

入
学
を
実
施
し
ま
す
。 

　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
各
養

護
学
校
へ
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。 

　
な
お
、
体
験
入
学
日
以
外
の
日
も

随
時
、
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

◆
知
的
な
発
達
の
遅
れ
や
情
緒
に
障

が
い
の
あ
る
お
子
さ
ん
を
対
象
と
し

た
学
校
 

と
き
　
９
月
１０
日
貉
、
１０
月
9
日
貅
 

と
こ
ろ
　
安
城
養
護
学
校
 

　
蕁
９９

‐3
3
4
5
 

◆
手
足
の
不
自
由
な
お
子
さ
ん
を
対

象
と
し
た
学
校
 

と
き
　
9
月
１７
日
貉
、
１０
月
１４
日
貂
 

と
こ
ろ
　
ひ
い
ら
ぎ
養
護
学
校
 

　
蕁
0
5
6
9‐２６
‐7
1
3
1
 

◆
病
気
で
入
院
を
し
て
い
る
お
子
さ

ん
を
対
象
と
し
た
学
校
 

と
き
　
１０
月
１４
日
貂
、
１１
月
２１
日
貊
 

と
こ
ろ
　
大
府
養
護
学
校
 

　
蕁
0
5
6
2‐４８
‐5
3
1
1
 

 申
込
・
問
合
せ
先
 

　
電
話
で
体
験
入
学
希
望
の
学
校
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

高浜公共の施設 スタッフ募集 
［業　　務］「マシンスタジオ」事務インストラクター 
［勤 務 地］高浜市いきいき広場内（名鉄三河高浜駅西） 
［採用条件］勤務日、時間及び給与については個別に相談 
［そ の 他］高浜周辺在住の方で、初心者の方でもOK（要相談） 
［応募・問合せ先］ 
　　　　NPO法人たかはまスポーツクラブ事務局　村瀬 
　　　　高浜市碧海町「体育センター」内 
　　　　蕁050－5204－9977

広
告 



募
　
集 

善
意
を
あ
り
が
と
う 

ご
ざ
い
ま
し
た 

（
敬
称
略
） 

15

入
学
前
就
学
相
談 

教
科
書
展
示
会
開
催 

ラ
ジ
オ
体
操 

指
導
者
講
習
会 

再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー 

参
加
者
募
集 
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県
教
育
委
員
会
で
は
、
障
が
い
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
お
子
さ
ん
の
就
学

相
談
を
実
施
し
ま
す
。 

　
お
子
さ
ん
の
障
が
い
や
特
別
支
援

教
育
な
ど
に
つ
い
て
、
よ
り
正
し
く

理
解
す
る
場
と
し
て
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。 

　
相
談
は
無
料
で
す
が
、
予
約
が
必

要
で
す
。 

と
き
　
8
月
7
日
貅
　
午
前
１０
時
〜

午
後
3
時
 

と
こ
ろ
　
西
三
河
総
合
庁
舎
4
・
7

階
 

対
象
　
来
年
新
1
年
生
に
入
学
す
る

お
子
さ
ん
と
保
護
者
 

申
込
方
法
　
7
月
1
日
貂
ま
で
に
教

育
委
員
会
学
校
経
営
グ
ル
ー
プ
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

※
相
談
日
以
外
に
も
、
必
要
に
応
じ

て
個
別
相
談
を
養
護
学
校
、
児
童
・

障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
実

施
し
て
い
ま
す
。 

問
合
せ
先
 

　
教
育
委
員
会
学
校
経
営
グ
ル
ー
プ
 

　
蕁
５２

‐1
1
1
1（
内
線
３１１
） 

   　
教
科
書
は
、
通
常
4
年
ご
と
に
採

択
替
え
が
行
わ
れ
ま
す
。 

　
平
成
１６
年
度
は
小
学
校
用
、
平
成

１７
年
度
は
中
学
校
用
教
科
書
の
採
択

替
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
平
成

２０
年
度
は
、
２１
年
度
か
ら
使
わ
れ
る

小
学
校
用
教
科
書
の
採
択
替
え
が
行

わ
れ
ま
す
。 

　
中
学
校
で
は
、
こ
れ
ま
で
使
用
し

て
い
る
教
科
書
と
同
じ
も
の
を
採
択

す
る
こ
と
が
法
律
で
決
め
ら
れ
て
い

ま
す
。 

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
皆
さ
ん
の

教
科
書
に
対
す
る
理
解
や
関
心
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
に
教
科
書
セ
ン

タ
ー
で
教
科
書
展
示
会
を
開
催
し
ま

す
。 

　
な
お
、
障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒

の
た
め
の
教
科
書
な
ど
は
、
愛
知
県

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
で
展
示
し
ま
す
。 

　
展
示
会
場
に
は
投
書
箱
を
用
意
し

ま
す
の
で
、
教
科
書
に
対
す
る
意
見

や
ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

　
県
教
育
委
員
会
義
務
教
育
課
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.p
re
f. 

a
ic
h
i.jp
/kyo

iku
/g
im
u
kyo
iku
/

in
d
e
x.h
tm
l

）
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。 

と
き
　
6
月
１１
日
貉
〜
7
月
5
日
貍
 

展
示
会
開
催
場
所
 

・
岡
崎
教
科
書
セ
ン
タ
ー
（
岡
崎
市

教
育
研
究
所
） 

　
蕁
0
5
6
4‐２３
‐0
4
1
6
 

・
安
城
教
科
書
セ
ン
タ
ー
（
安
城
市

教
育
セ
ン
タ
ー
） 

　
蕁
７５

‐1
0
1
0
 

・
西
尾
教
科
書
セ
ン
タ
ー
（
西
尾
市

立
図
書
館
） 

　
蕁
0
5
6
3‐５６
‐6
2
0
0
 

※
開
館
時
間
、
休
館
日
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
施
設
の
規
定
に
よ
り
ま
す
。 

問
合
せ
先
　
 

　
県
教
育
委
員
会
義
務
教
育
課
 

　
蕁
０５２

‐９５４
‐6
7
9
0
 

                      　
夏
休
み
の
風
物
詩
で
あ
る
、
朝
の

ラ
ジ
オ
体
操
会
。 

　
市
内
各
地
区
で
開
催
さ
れ
る
ラ
ジ

オ
体
操
会
の
指
導
者
養
成
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
各
団
体
（
町
内

会
・
子
ど
も
会
な
ど
）
の
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

と
き
　
7
月
5
日
貍
　
午
後
１
時
〜

3
時
 

と
こ
ろ
　
高
浜
小
学
校
体
育
館
 

内
容
　
ラ
ジ
オ
体
操
第
1
と
第
2
を

正
し
く
マ
ス
タ
ー
す
る
た
め
の
実

技
指
導
 

受
講
料
　
無
料
 

参
加
申
込
期
限
　
6
月
３０
日
豺
 

そ
の
他
 

・
体
操
の
で
き
る
服
装
で
、
体
育
館

シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
駐
車
場
が
少
な
い
の
で
、
徒
歩
ま

た
は
乗
り
合
わ
せ
な
ど
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。 

申
込
・
問
合
せ
先
 

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
た
か
は
ま
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
（
体
育
セ
ン
タ
ー
内
） 

　
蕁
５２‐9
5
3
7
（
水
曜
日
以
外

の
午
後
１
時
〜
5
時
） 

・
市
役
所
文
化
ス
ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ
 

　
蕁
５２

‐1
1
1
1（
内
線
３３３
） 

     　
出
産
・
育
児
・
介
護
な
ど
で
退
職

し
、
将
来
的
に
再
就
職
を
希
望
す
る

方
を
対
象
に
し
た
、
再
就
職
の
準
備

に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。 

と
き
　
6
月
１９
日
貅
　
午
前
１０
時
〜

午
後
3
時
３０
分
 

と
こ
ろ
　
刈
谷
市
民
会
館
 

参
加
費
　
無
料
 

内
容
　
 

・
講
義
 

　
①
「
納
得
で
き
る
働
き
方
の
薦
め

〜
知
っ
て
お
こ
う
再
就
職
の
心
構

え
と
知
識
（
法
律
・
制
度
）」 

　
講
師
　
國
分
紀
子
氏
（
社
会
保
険

労
務
士
） 

　
②
「
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
す
」 

　
講
師
　
森
眞
江
氏
（
ア
ル
ト
・
キ

ャ
リ
ア
開
発
） 

・
再
就
職
者
体
験
発
表
 

・
再
就
職
希
望
登
録
者
支
援
事
業
な

ど
の
説
明
・
相
談
 

・
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ

ラ
ム
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
相

談
 

対
象
　
妊
娠
、
出
産
、
育
児
、
介
護

な
ど
で
退
職
し
、
再
就
職
を
希
望

す
る
方
 

定
員
　
２０
人
（
先
着
順
） 

主
催
　
譛
２１
世
紀
職
業
財
団
愛
知
事

務
所
 

託
児
　
あ
り
（
１
歳
以
上
で
小
学
校

就
学
前
の
子
）・
無
料
 

申
込
受
付
　
6
月
2
日
豺
か
ら
 

申
込
・
問
合
せ
先
 

　
譛
２１
世
紀
職
業
財
団
愛
知
事
務
所
 

　
蕁
０５２

‐５８６
‐7
2
2
2
 

      　
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

　
　
茶
房
ひ
ま
わ
り
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在
職
者
対
象
訓
練 

受
講
生
募
集 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座 

社
会
福
祉
法
人
昭
徳
会 

„
さ
ら
・
ち
ゃ
わ
ん
“を 

つ
く
ろ
う
！ 

ち
ゃ
れ
ん
じ
　
ザ
♪
陶
芸 

夏
休
み
バ
ー
ジ
ョ
ン 

16

か
わ
ら 

　
美
術
館 

          講
座
名
　
第
二
種
電
気
工
事
士
技
能

講
座
（
2
回
目
） 

対
象
　
第
二
種
電
気
工
事
士
の
資
格

取
得
を
め
ざ
す
方
 

と
き
　
7
月
１２
日
貍
・
１３
日
豸
（
計

2
日
間
）　
午
前
9
時
１０
分
〜
午

後
4
時
３０
分
（
2
日
目
は
、
午
後

3
時
４０
分
ま
で
） 

と
こ
ろ
　
県
立
高
浜
高
等
技
術
専
門

校
 

定
員
　
２０
人
 

受
講
料
　
2
，
3
0
0
円
（
１
日
目

の
受
付
時
に
納
付
） 

募
集
期
限
　
6
月
２４
日
貂
（
必
着
） 

申
込
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
・

郵
便
番
号
・
住
所
･
氏
名
・
生
年

月
日
・
電
話
番
号
・
勤
務
先
名
・

勤
務
先
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

　
　
ま
た
、
電
子
メ
ー
ル
で
も
可
。

（
申
込
者
が
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
） 

申
込
・
問
合
せ
先
 

　
県
立
高
浜
高
等
技
術
専
門
校
 

　
〒
４４４‐1
3
2
4
　
高
浜
市
碧
海

町
4‐1
‐6
 

　
蕁
５３

‐0
0
3
1
 

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス 

　h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.a
ic
h
i.jp
/ 

　s
h
u
g
yo
/ko
u
kyo
u
/ta
ka
h
a
 

　m
a
/

 

    　
何
か
お
手
伝
い
が
で
き
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
思
い
つ
つ
も
、
な
か
な
か

最
初
の
一
声
が
掛
け
ら
れ
ず
、
何
が

で
き
る
の
か
も
分
か
ら
ず
に
第
一
歩

が
踏
み
出
せ
な
い
あ
な
た
。 

　
ま
ず
は
、
高
齢
者
や
知
的
障
が
い

に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
そ

の
一
歩
が
人
生
を
豊
か
に
し
て
く
れ

る
は
ず
で
す
。 

と
き
　
7
月
１２
日
貍
　
午
前
9
時
４５

分
〜
午
後
2
時
 

内
容
　
 

・
午
前
／
高
齢
者
・
知
的
障
が
い
者

の
支
援
方
法
の
講
義
と
実
技
 

・
午
後
／
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で

高
齢
者
と
ふ
れ
あ
っ
て
み
よ
う
 

と
こ
ろ
　
ケ
ア
ハ
ウ
ス
高
浜
安
立
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
高
浜
安
立

荘
 

参
加
費
　
1
，
2
0
0
円
（
昼
食
・

テ
キ
ス
ト
代
） 

定
員
　
２０
人
 

※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。 

申
込
方
法
　
電
話
か
ポ
ス
タ
ー
掲
示

場
所
の
申
込
用
紙
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。 

申
込
・
問
合
せ
先
 

　
授
産
所
高
浜
安
立
 

　
蕁
５３

‐8
5
5
1
 

             　
夏
休
み
の
宿
題
に
ど
う
ぞ
。
手
づ

く
り
の
„
さ
ら
・
ち
ゃ
わ
ん
“
を
制

作
し
ま
す
。
で
き
あ
が
り
は
8
月
末

に
な
り
ま
す
。 

※
小
学
校
3
年
以
下
…
さ
ら
づ
く
り
 

※
小
学
校
3
年
以
上
…
ち
ゃ
わ
ん
づ

く
り
 

と
き
　
7
月
２３
日
貉
　
午
前
9
時
３０

分
〜
正
午
 

と
こ
ろ
　
か
わ
ら
美
術
館
陶
芸
創
作

室
 

定
員
　
２０
人
 

受
講
料
　
中
学
生
以
下
４７０
円
（
別
途

作
品
完
成
通
知
ハ
ガ
キ
代
５０
円
が

必
要
） 

申
込
方
法
　
6
月
１５
日
豸
　
午
前
9

時
よ
り
当
館
備
え
付
け
の
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
直
接

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。 

※
先
着
順
に
参
加
者
を
決
定
し
ま
す
。 

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま

す
。 

申
込
・
問
合
せ
先
 

　
か
わ
ら
美
術
館
 

　
蕁
５２

‐3
3
6
6
 

　
薨
５２

‐8
1
0
0

か
わ
ら
美
術
館
館
蔵
古
瓦
展
 

 「
韓
流

「
韓
流

‐
朝
鮮
古
瓦
の
世
界
」

朝
鮮
古
瓦
の
世
界
」 

          　
朝
鮮
半
島
の
瓦
作
り
は
中
国
か
ら

伝
播
し
ま
し
た
。
前
漢
の
武
帝
に
よ

る
楽
浪
郡
は
じ
め
4
郡
の
設
置
（
紀

元
前
１０８
年
）
を
契
機
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
の
朝
鮮
半
島
は
三
国
時
代（
高

句
麗
・
百
済
・
新
羅
）、
統
一
新
羅
、

高
麗
、
李
氏
朝
鮮
の
各
王
朝
の
時
代

が
続
い
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

時
代
に
特
色
あ
る
瓦
が
登
場
し
、
日

本
の
瓦
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て

き
ま
し
た
。 

　
今
回
の
展
覧
会
で
は
、
か
わ
ら
美

術
館
が
こ
れ
ま
で
収
集
し
て
き
た
朝

鮮
半
島
の
瓦
を
展
示
し
、
文
様
の
変

化
や
日
本
と
の
関
わ
り
な
ど
„
瓦
に

み
る
韓
流
“
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。 

と
き
　
6
月
１２
日
貅
〜
7
月
２７
日
豸
 

観
覧
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
観
覧
券
の
販
売
は
午
後
4
時
３０

分
ま
で
） 

観
覧
料
　
高
校
生
以
上
１６０
円（
２００
円
）、

中
学
生
以
下
無
料
 

※
（
　
）
内
は
市
外
在
住
の
方
の
料

金
で
す
。 

休
館
日
　
月
曜
日
（
た
だ
し
、
7
月

２１
日
は
開
館
）、7
月
２２
日
貂
 

問
合
せ
先
 

　
か
わ
ら
美
術
館
 

　
蕁
５２

‐3
3
6
6
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初
級
者
陶
芸
教
室 

受
講
者
募
集 

中
級
者
電
動
ロ
ク
ロ
教
室 

受
講
者
募
集 

 

広報たかはま H20.6.1

     
ま
っ
た
く
陶
芸
の
経
験
が
な
い
方

を
対
象
に
し
た
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

指
導
員
が
て
い
ね
い
に
教
え
ま
す
の

で
、
安
心
で
す
。 

 
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
受
講
し
て
み

ま
せ
ん
か
。 

講
師
　
か
わ
ら
美
術
館
陶
芸
指
導
員
 

定
員
　
Ｂ
コ
ー
ス
8
人
 

費
用
　
7
，
5
8
0
円
 

申
込
方
法
　
か
わ
ら
美
術
館
に
備
え

付
け
て
あ
る
申
込
用
紙
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入

し
て
、
直
接
来
館
す
る
か
、
フ
ァ

ク
ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

申
込
開
始
　
6
月
8
日
豸
　
午
前
9

時
か
ら
 

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま

す
。
先
着
順
に
受
講
生
を
決
定
し

ま
す
。 

申
込
・
問
合
せ
先
 

　
か
わ
ら
美
術
館
 

　
蕁
５２

‐3
3
6
6
 

　
薨
５２

‐8
1
0
0
 

    　
初
級
者
電
動
ロ
ク
ロ
教
室
修
了
者

を
対
象
に
、
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た

制
作
技
術
を
習
得
し
ま
す
。 

　
電
動
ロ
ク
ロ
を
マ
ス
タ
ー
し
た
い

方
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

講
師
　
か
わ
ら
美
術
館
陶
芸
指
導
員
 

定
員
　
各
コ
ー
ス
１４
人
 

費
用
　
8
，
7
4
0
円
 

申
込
方
法
　
か
わ
ら
美
術
館
に
備
え

付
け
て
あ
る
申
込
用
紙
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入

し
て
、
直
接
来
館
す
る
か
、
フ
ァ

ク
ス
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

申
込
開
始
　
6
月
8
日
豸
　
午
前
9

時
か
ら
 

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま

す
。
先
着
順
に
受
講
生
を
決
定
し

ま
す
。 

申
込
・
問
合
せ
先
 

　
か
わ
ら
美
術
館
 

　
蕁
５２

‐3
3
6
6
 

　
薨
５２

‐8
1
0
0
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吉
浜
公
民
館
か
ら
中
部
公
園
ま

で
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
一
緒
に
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。 

　
出
発
前
に
運
動
指
導
員
に
よ
る

ス
ト
レ
ッ
チ
も
行
い
ま
す
の
で
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や

運
動
不
足
が
気
に
な
る
方
は
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
あ
と
は
、
お

茶
と
お
菓
子
を
い
た
だ
き
な
が
ら

交
流
会
を
行
い
ま
す
。 

と
き
　
6
月
２１
日
貍
　
午
前
１０
時

〜
正
午
（
歩
く
時
間
は
３０
分
程

度
で
す
） 

集
合
場
所
　
吉
浜
公
民
館
 

※
雨
天
の
場
合
は
公
民
館
で
運
動

指
導
員
に
よ
る
体
操
を
行
い
ま

す
。 

参
加
費
　
無
料
 

対
象
・
定
員
　
市
民
２０
人
 

持
ち
物
　
タ
オ
ル
・
水
筒
 

※
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
で
き
る
服
装

と
靴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

申
込
方
法
　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。 

申
込
・
問
合
せ
先
 

　
い
き
い
き
広
場
内
保
健
福
祉
グ

ル
ー
プ
 

　
蕁
５３

‐0
8
7
2
 

 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

　
参
加
者
募
集 

メ
タ
ボ
解
消
！ 

蜷内容 

蜷とき 

コース名 

Ｂコース 
（土・日曜日） 

7／12・13・19・20・26・27、8／23、9／13 
午前9時30分～正午 

月　　　　　日 

内
　
　
　
　
　
容 

1

2

3

4

5

6

7

8

大鉢1、小鉢3

前日に作品の高台づくり 

コーヒーカップ 

コーヒー皿 

花びん 

つぼ 

手びねり 

かきべら 
 
手びねり 

手びねり・たたらづくり 

たたらづくり 

ひもづくり 

手直しおよびコーヒーカップと皿の絵付け 

講評・反省会 

回 区分 

制　作 

絵付け 

引渡し 

蜷内容 

蜷とき 

コース名 

Ａコース 
（木・金曜日） 

Ｂコース 
（土・日曜日） 

7／10・11・17・18・24・25、8／22、9／12 
午後1時30分～午後4時（最終日のみ午前9時30分～正午） 
 
7／12・13・19・20・26・27、8／23、9／13 
午後1時30分～午後4時（最終日のみ午前9時30分～正午） 

月　　　　　日 

内
　
　
　
　
　
容 

1

2

3

4

5

6

7

8

茶わんづくり 

大皿（鉢）づくり 

徳利づくりまたは一輪ざし 

壷づくり 

水指しまたは菓子器（ふた付き） 

自由創作 

手直しおよび施釉 

講評・反省会 

回 区分 

制　作 

施　釉 

引渡し 

作　　　　　　品 

作　　品 技　　法 
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2
日
豺
〜
１１
日
貉
、
１７
日
貂
、
２４

日
貂
 

   と
き
　
6
月
２１
日
貍
　
午
後
2
時
〜

2
時
３０
分
 

と
こ
ろ
　
図
書
館
子
ど
も
読
書
支
援

室
「
え
ほ
ん
の
森
」 

読
み
手
　
土
よ
う
お
は
な
し
会
 

   と
き
　
6
月
１４
日
貍
　
午
後
2
時
〜

2
時
３０
分
 

と
こ
ろ
　
図
書
館
子
ど
も
読
書
支
援

室
「
え
ほ
ん
の
森
」 

読
み
手
　
ト
キ
の
会
 

   と
き
　
6
月
２８
日
貍
　
午
後
2
時
〜

3
時
 

と
こ
ろ
　
図
書
館
子
ど
も
読
書
支
援

室
「
え
ほ
ん
の
森
」 

内
容
　「
七
夕
飾
り
を
つ
く
ろ
う
」 

対
象
　
幼
児
（
保
護
者
同
伴
）、
小

学
生
 

参
加
費
　
無
料
 

定
員
　
２０
人
 

    と
き
　
6
月
6
日
貊
　
午
前
1
時
３０

分
〜
2
時
３０
分
 

と
こ
ろ
　
吉
浜
公
民
館
１
階
和
室
 

内
容
　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、赤
ち
ゃ

ん
絵
本
の
紹
介
、
手
遊
び
、
読
書

相
談
 

対
象
　
0
〜
2
歳
児
と
保
護
者
 

読
み
手
　
マ
ザ
リ
ー
ズ
 

参
加
費
　
無
料
 

              　
読
書
相
談
や
お
は
な
し
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。 

・
月
曜
日
　
午
後
１
時
〜
4
時
（
児

童
向
け
お
は
な
し
会
） 

・
水
曜
日
　
午
前
9
時
３０
分
〜
午
後

0
時
３０
分
（
乳
幼
児
向
け
お
は
な

し
会
） 

・
金
曜
日
　
午
前
9
時
３０
分
〜
午
後

0
時
３０
分
（
乳
幼
児
向
け
お
は
な

し
会
） 

・
土
曜
日
　
午
前
9
時
３０
分
〜
午
後

0
時
３０
分
（
児
童
向
け
お
は
な
し

会
） 

    　
仏
画
、
社
寺
建
築
を
学
び
ま
す
。

ぜ
ひ
興
味
の
あ
る
方
は
ご
参
加
く
だ

さ
い
。 

と
き
　
偶
数
月
　
第
2
火
曜
日
　
午

前
9
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
 

と
こ
ろ
　
南
部
公
民
館
 

講
師
　
水
野
孝
文
氏
 

参
加
費
　
資
料
代
（
年
3
，
0
0
0

円
） 

問
合
せ
先
　
 

　
杉
浦
靖
子
 

　
蕁
５３

‐2
1
5
8
 

     と
き
　
6
月
１９
日
貅
・
２６
日
貅
　
午

前
１０
時
〜
１２
時
 

と
こ
ろ
　
図
書
館
学
習
室
 

対
象
　
読
み
聞
か
せ
を
し
て
み
た
い

方
、
年
齢
に
あ
っ
た
本
の
選
び
方

を
学
び
た
い
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
 

講
師
　
永
井
陽
子
氏
（
Ｊ
Ｐ
Ｉ
Ｃ（
出

版
文
化
産
業
振
興
財
団
）
読
書
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
ク
ラ
ブ
東
海
支
部
代

表
） 

定
員
　
２０
人
 

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま

す
。 

受
講
料
　
無
料
 

申
込
方
法
　
直
接
ま
た
は
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

   　
お
父
さ
ん
も
お
母
さ
ん
も
ご
一
緒

に
絵
本
で
子
育
て
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

◆
第
2
回
「
今
！
子
ど
も
た
ち
の
お

か
れ
て
い
る
現
状
は
！
」 

お
話
　
杉
浦
信
子
氏
（
子
ど
も
の
権

利
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
員
） 

と
き
　
6
月
２８
日
貍
　
午
前
１０
時
〜

１１
時
３０
分
 

と
こ
ろ
　
高
取
公
民
館
１
階
図
書
室
 

対
象
　
0
歳
〜
3
歳
児
と
保
護
者
 

定
員
　
１０
組
 

受
付
開
始
　
6
月
１２
日
貅
か
ら
 

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま

す
。 

問
合
せ
先
 

　
図
書
館
 

　
蕁
５２

‐0
2
4
0
 

 

図
書
館 

6
月
の
休
館
日
 

紙
芝
居
の
日 

ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
の 

ひ
と
と
き 

仏
教
美
術
の
会 

会
員
募
集 

参
加
者
募
集
中（
全
2
回
） 

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

養
成
講
座
 

 

親
子
講
座 

救
命
講
習
会 

え
ほ
ん
の
森 

お
は
な
し
会 

作
っ
て
あ
そ
ぼ
う 

消
　
防 

会場 高浜消防署 知立消防署 

講習会名 普通救命講習会蠢 小児・乳児応急手当講習会 

開催日 6月22日豸 6月14日貍 

開催時間 午前9時～正午 午前9時～11時 

定員 

対象者 碧海5市在住・在勤の方　※いずれの会場でも受講できます。 

申込先 
・ 
詳細 

先着20人 先着15人 

無料 
6月5日貅 午前9時から募集開始 
蕁52－1190　救急係へ 

無料 
6月5日貅 午前9時から募集開始 
蕁81－4144　救急係へ 



6
月
8
日
豸
〜
１４
日
貍 

危
険
物
安
全
週
間 

 

住
宅
用
火
災
警
報
器
 

設
置
の
義
務
 

携
帯
電
話
・
Ｉ
Ｐ
電
話
 

か
ら
の
１１９
番
通
報
 

衣
浦
東
部
広
域
連
合
長
に
 

安
城
市
長
が
就
任
 

広報たかはま H20.6.1

               「
安
全
へ
　
確
か
な
ス
マ
ッ
シ
ュ
　

保
守
点
検
」 

　
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、
ガ
ソ

リ
ン
・
灯
油
な
ど
数
多
く
の
危
険
物

が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
危
険
物
は
正
し
く
保
管

し
、
安
全
に
扱
え
ば
大
変
便
利
な
も

の
で
す
が
、
そ
の
取
り
扱
い
を
誤
れ

ば
火
災
な
ど
の
事
故
を
引
き
起
こ
す

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
期
間
中
に
、
事
業
所
や
ご
家

庭
で
の
油
類
の
保
管
場
所
や
貯
蔵
容

器
、
ま
た
、
取
り
扱
い
方
法
に
つ
い

て
も
今
一
度
確
認
し
て
、
事
故
の
な

い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

◆
ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
の
危
険
性
 

・
ガ
ソ
リ
ン
は
、
気
温
が
マ
イ
ナ
ス

４０
℃
で
も
気
化
し
、
小
さ
な
火

源
で
も
爆
発
的
に
燃
焼
す
る
物
質

で
す
。 

・
ガ
ソ
リ
ン
の
蒸
気
は
空
気
よ
り
重

い
た
め
、
穴
や
く
ぼ
み
な
ど
に
溜

ま
り
や
す
く
、
離
れ
た
と
こ
ろ
に

あ
る
思
わ
ぬ
火
源
（
裸
火
や
静
電

気
な
ど
）
に
よ
っ
て
引
火
す
る
危

険
性
が
あ
り
ま
す
。 

・
軽
油
は
大
量
に
保
管
す
る
と
火
災

の
危
険
性
が
高
ま
り
、
一
旦
火
災

が
発
生
す
る
と
大
火
災
に
な
る
危

険
性
が
あ
り
ま
す
。 

◆
ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
を
入
れ
る
容
器
 

・
ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
を
入
れ
る
容
器

は
、
消
防
法
令
に
よ
り
一
定
の
強

度
を
有
す
る
と
と
も
に
、
材
質
に

よ
り
容
量
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。 

・
灯
油
用
ポ
リ
容
器
に
ガ
ソ
リ
ン
を

入
れ
る
こ
と
は
非
常
に
危
険
で
す

の
で
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

問
合
せ
先
 

　
衣
浦
東
部
広
域
連
合
消
防
局
予
防

課
危
険
物
係
 

　
蕁
６３

‐0
1
3
7
 

          　
す
べ
て
の
住
宅
は
、
6
月
1
日
か

ら
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
必

要
に
な
り
ま
し
た
。 

　
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
正

し
く
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
ょ

う
。 

住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は
　
火
災
の

煙
を
感
知
し
て
、
警
報
ブ
ザ
ー
や

音
声
で
火
災
を
知
ら
せ
て
く
れ
る

器
具
で
す
。 

設
置
場
所
は
　
寝
室
、
階
段
、
台
所

で
す
。 

な
ぜ
設
置
す
る
の
か
　
住
宅
火
災
で

亡
く
な
っ
た
方
の
う
ち
、「
約
7

割
」
の
方
が
「
逃
げ
遅
れ
」
が
理

由
で
命
を
落
と
し
て
い
る
状
況
が

あ
り
ま
す
。
特
に
夜
間
の
火
災
で

は
、
就
寝
中
の
た
め
に
火
災
発
生

に
気
づ
く
の
が
遅
れ
る
例
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
住
宅
用
火
災
警

報
器
を
設
置
し
た
場
合
に
は
住
宅

火
災
の
死
者
数
は
、
約
3
分
の

1
に
減
少
し
ま
す
。 

火
災
警
報
器
を
設
置
し
な
い
と
こ
ん
 

な
に
危
険
　
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
 

　
設
置
し
た
場
合
と
そ
う
で
な
い
場

合
で
、
住
宅
火
災
１００
件
当
た
り
の

死
者
数
を
比
較
す
る
と
、
設
置
し

て
い
た
場
合
に
は
約
3
分
の
１
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

ど
こ
で
購
入
す
る
の
か
　
防
災
機
器

販
売
店
、
家
電
販
売
店
、
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
購
入
で
き
ま
す
。 

悪
質
な
訪
問
販
売
に
注
意
　
消
防
署

が
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
販
売
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
不
適
正

な
価
格
・
無
理
強
い
販
売
な
ど
を

行
う
業
者
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

問
合
せ
先
 

　
衣
浦
東
部
広
域
連
合
消
防
局
予
防

　
課
予
防
係
 

　
蕁
６３

‐0
1
3
6
 

    　
9
月
1
日
か
ら
、
携
帯
電
話
・
Ｉ

Ｐ
電
話
を
使
用
し
た
　
番
通
報
で
通

報
者
の
位
置
を
特
定
で
き
る
「
位
置

情
報
通
知
シ
ス
テ
ム
」
の
運
用
を
開

始
し
ま
す
。 

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
　

番
通
報
時
、
通
報
者
の
音
声
と
併
せ

て
場
所
な
ど
の
位
置
情
報
が
自
動
的

に
消
防
局
に
通
知
さ
れ
、
よ
り
迅
速

な
出
動
が
可
能
に
な
り
ま
す
。 

対
象
と
な
る
電
話
・
通
知
さ
れ
る
位

置
情
報
 

・
携
帯
電
話
の
場
合
…
第
3
世
代
と

呼
ば
れ
る
機
種
※
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能

搭
載
機
種
の
場
合
は
、
よ
り
精
度

の
高
い
位
置
情
報
が
通
知
さ
れ
ま

す
。 

・
Ｉ
Ｐ
電
話
の
場
合
…
Ｉ
Ｐ
電
話
の

う
ち
０５０
で
電
話
番
号
が
始
ま
る
電

話
サ
ー
ビ
ス
を
除
い
た
も
の
。 

　
契
約
者
情
報
（
住
所
・
氏
名
）
が

通
知
さ
れ
ま
す
。 

　
※
詳
し
く
は
購
入
し
た
携
帯
電
話

会
社
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

注
意
事
項
 

・
携
帯
電
話
の
位
置
情
報
の
精
度
は
、

携
帯
電
話
の
機
能
、
そ
の
他
の
条

件
に
よ
り
誤
差
が
生
じ
ま
す
。
　

番
通
報
に
際
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
係
員
の
質
問
に
答
え
る
か

た
ち
で
住
所
や
目
標
物
な
ど
を
お

伝
え
く
だ
さ
い
。 

・
１８４
発
信
の
場
合
は
位
置
情
報
が
通

知
さ
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
緊
急

に
位
置
情
報
が
必
要
と
判
断
し
た

場
合
に
は
強
制
的
に
位
置
情
報
を

取
得
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

・
尊
い
命
を
救
う
た
め
に
、
救
急
車

の
適
正
利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

問
合
せ
先
 

　
衣
浦
東
部
広
域
連
合
消
防
局
通
信

指
令
課
 

　
蕁
６３

‐0
1
3
8
 

    　
3
月
２１
日
、
衣
浦
東
部
広
域
連
合

事
務
所
で
関
係
市
長
に
よ
る
衣
浦
東

部
広
域
連
合
長
選
挙
が
実
施
さ
れ
、

神
谷
学
安
城
市
長
が
当
選
し
ま
し
た
。 

　
任
期
は
、
平
成
２０
年
4
月
1
日
か

ら
安
城
市
長
と
し
て
の
任
期
の
平
成

２３
年
2
月
１４
日
ま
で
で
す
。 

問
合
せ
先
 

　
衣
浦
東
部
広
域
連
合
総
務
課
 

　
蕁
６３

‐0
1
3
1
 

  

19

ガソリンを
ポリ容器に

入れてはダ
メ！ 

ガソリンを
ポリ容器に

入れてはダ
メ！ 

ガソリンを
ポリ容器に

入れてはダ
メ！ 

火災や爆発を招く恐れがあり大変危険です。 

１１９
 

１１９
 

１１９
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          ◆
首
元
か
ら
美
し
く
〜
ア
ロ
マ
リ
ン

パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
〜
 

　
気
に
な
る
首
元
か
ら
胸
元
を
ア
ロ

マ
オ
イ
ル
で
リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
し

て
み
ま
せ
ん
か
。 

　
お
手
入
れ
後
は
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
を

飲
ん
で
、
体
の
中
か
ら
も
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
。
希
望
者
に
は
顔
の
マ
ッ
サ
ー

ジ
も
で
き
ま
す
。 

と
き
　
6
月
１７
日
貂
　
午
前
１０
時
〜

正
午
 

と
こ
ろ
　
高
浜
エ
コ
ハ
ウ
ス
 

定
員
　
8
人
 

参
加
費
　
５００
円
 

持
ち
物
　
タ
オ
ル
2
枚
 

企
画
　
加
藤
さ
か
え
氏
 

申
込
期
間
　
6
月
5
日
貅
〜
１３
日
貊

午
前
9
時
〜
午
後
8
時
４５
分（
土
・
 

　
日
曜
を
除
く
） 

※
申
込
初
日
の
み
、
１
回
の
電
話
で

2
人
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。 

 ◆
こ
の
夏
は
浴
衣
で
お
出
か
け
し
ま

せ
ん
か
？
 

　
浴
衣
姿
は
涼
し
げ
で
素
敵
で
す
よ

ね
。
自
分
で
着
付
け
が
で
き
る
よ
う

に
し
っ
か
り
習
っ
て
、
浴
衣
で
お
出

か
け
し
ま
せ
ん
か
。 

と
き
　
6
月
２８
日
貍
　
午
後
１
時
〜

3
時
３０
分
 

と
こ
ろ
　
い
き
い
き
ホ
ー
ル
 

定
員
　
１５
人
 

持
ち
物
　
浴
衣
一
式
（
肌
着
、
腰
紐

3
本
、
伊
達
締
め
、
浴
衣
、
半
巾

帯
）、
下
駄
、
タ
オ
ル
2
枚
 

参
加
費
　
１００
円
 

企
画
　
山
田
時
子
氏
 

申
込
期
間
　
6
月
5
日
貅
〜
２０
日
貊

午
前
9
時
〜
午
後
8
時
４５
分（
土
・
 

　
日
曜
を
除
く
） 

※
当
日
、
そ
の
ま
ま
浴
衣
姿
で
お
帰

り
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

※
浴
衣
、
下
駄
な
ど
、
一
部
貸
し
出

せ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

      ◆
フ
ー
プ
ロ
を
使
っ
た
簡
単
お
や
つ

〜
ス
コ
ー
ン
と
ク
ッ
キ
ー
〜
 

　
お
う
ち
で
眠
っ
て
い
る
フ
ー
ド
プ

ロ
セ
ッ
サ
ー
を
使
っ
て
、
手
軽
で
お

い
し
い
ス
コ
ー
ン
と
ク
ッ
キ
ー
を
作

り
ま
し
ょ
う
。（
持
っ
て
い
な
い
方

も
参
加
で
き
ま
す
） 

と
き
　
6
月
２５
日
貉
　
午
前
１０
時
〜

午
後
１
時
　
 

と
こ
ろ
　
日
本
福
祉
大
学
高
浜
専
門

学
校
 

定
員
　
8
人
 

参
加
費
　
８００
円
 

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん
2
枚
、

タ
オ
ル
、
持
ち
帰
る
容
器
 

企
画
　
吉
冨
知
江
氏
 

申
込
期
間
　
6
月
4
日
貉
〜
２３
日
豺

午
前
9
時
〜
午
後
8
時
４５
分（
土
・
 

　
日
曜
を
除
く
） 

※
申
込
初
日
の
み
、
１
回
の
電
話
で

2
人
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。 

 託
児
　
参
加
申
込
と
あ
わ
せ
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

申
込
方
法
　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。 

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま

す
。 

※
申
込
期
間
内
に
参
加
費
を
い
き
い

き
広
場
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
納
め

て
く
だ
さ
い
。
入
金
後
の
返
金
は

で
き
ま
せ
ん
。 

※
キ
ャ
ン
セ
ル
の
場
合
は
、
必
ず
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

申
込
・
問
合
せ
先
 

　
い
き
い
き
広
場
 

　
蕁
０９０

‐6
5
9
2‐1
5
7
3
 

    　
広
域
連
合
で
は
、
毎
年
5
月
と
１１

月
の
年
2
回
、
財
政
状
況
を
公
表
し

て
い
ま
す
。 

　
今
回
は
、
3
月
３１
日
現
在
の
平
成

１９
年
度
予
算
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。 

広
域
連
合
所
有
財
産
 

　（
土
地
）
２８５
・
９８
裃
 

　（
建
物
）
2
万
３８
・
１５
裃
 

問
合
せ
先
 

　
衣
浦
東
部
広
域
連
合
総
務
課
 

　
蕁
６３

‐0
1
3
1
 

 

商
店
ふ
れ
あ
い
企
画 

参
加
者
募
集 

オ
リ
ジ
ナ
ル 

に
こ
に
こ
ラ
ウ
ン
ジ 

参
加
者
募
集 

衣
浦
東
部
広
域
連
合 

財
政
状
況
の
公
表 

ふ
ら
っ
と 

　
カ
レ
ッ
ジ 

＊
　
　
　
＊
　
　
　
＊
 

平成19年度一般会計予算執行状況 

歳入 

歳出 単位（千円） 

単位（千円） 

広域連合債の現在高（消防債） 単位（千円） 

科　 目 
分担金及び負担金 ４,６２１,７５９ ４,６２１,７５９ ９６.３％ １００.０％ 
使用料及び手数料 １１,０９３ １１,４６４ ０.２％ １０３.３％ 
国 庫 支 出 金  ２３,０６６ ２３,０６６ ０.５％ １００.０％ 

議 会 費  ２,５６１ １.９４６ ０.０％ ７６.０％ 

１３８,３００ １００.０％ 
８,０４５ ５.８％ 
４７,１４０ ３４.１％ 
６３,２８９ ４５.８％ 

０ ０.０％ 
１９,８２６ １４.３％ 
１３８,３００ １００.０％ 
９７,４８２ ７０.５％ 
３,２６５ ２.４％ 
３７,５５３ ２７.１％ 

総 務 費  １９４,３６１ １７３,４１８ ４.０％ ８９.２％ 
消 防 費  ４,５６９,５４３ ４,１４７,４１８ ９５.４％ ９０.８％ 
公 債 費  ２５,７４３ ２５,２４０ ０.６％ ９８.０％ 
予 備 費  ２０,０００ ０ ０.０％ ０.０％ 
　 計 　  ４,８１２,２０８ ４,３４８,０２２ １００.０％ ９０.４％ 

財 産 収 入  １ ２１０ ０.０％ ２１０００.０％ 
寄 附 金  １ ０ ０.０％ ０.０％ 
繰 越 金  １２４,３１２ １２４,３１２ ２.６％ １００.０％ 
諸 収 入  ２８,３１２ １７,７４６ ０.４％ ６２.７％ 
県 支 出 金  ３,６６４ ０ ０.０％ ０.０％ 

計 ４,８１２,２０８ ４,７９８,５５７ １００.０％ ９９.７％ 

予算現額 収入済額 構成比 

区　分 
市　別 

借入先別 

碧 南 市 分  
刈 谷 市 分  
安 城 市 分  
知 立 市 分  
高 浜 市 分  

愛知県職員共済組合 
地方公務員共済組合連合会 
信 用 組 合 な ど  

現在高 構成比 

収入率 

科　 目 予算現額 支出済額 構成比 執行率 



第
１
回
オ
セ
ロ
大
会 

第
１
回
ギ
ネ
ス
大
会
 

レ
ジ
袋
の
有
料
化
 

色
彩
の
詩
人
 

シ
ャ
ガ
ー
ル
展
 

 岡
崎
市
美
術
博
物
館
企
画
展
 

神
経
難
病
患
者
 

家
族
教
室
 

 

広報たかはま H20.6.1

                   　
友
達
と
オ
セ
ロ
の
対
戦
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。 

と
き
　
6
月
２３
日
豺
　
午
後
1
時
３０

分
〜
3
時
 

と
こ
ろ
　
中
央
児
童
セ
ン
タ
ー
 

対
象
・
定
員
　
小
学
生
２０
人
 

参
加
費
　
無
料
 

内
容
　
4
人
と
オ
セ
ロ
対
戦
 

持
ち
物
　
水
筒
 

申
込
期
間
・
方
法
　
6
月
１４
日
貍
〜

２１
日
貍
に
中
央
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま

す
。 

問
合
せ
先
 

　
中
央
児
童
セ
ン
タ
ー
 

　
蕁
５２

‐3
0
1
4
 

   　
ギ
ネ
ス
大
会
で
、
児
童
セ
ン
タ
ー

の
ギ
ネ
ス
記
録
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
。 

と
き
　
6
月
２３
日
豺
　
午
後
2
時
〜

3
時
３０
分
 

と
こ
ろ
　
吉
浜
児
童
セ
ン
タ
ー
 

対
象
・
定
員
　
小
学
生
２０
人
 

参
加
費
　
無
料
 

内
容
　
缶
立
て
・
ピ
ン
球
上
げ
・
片

足
立
ち
・
豆
つ
か
み
 

持
ち
物
　
水
筒
 

申
込
期
間
・
方
法
　
6
月
9
日
豺
〜

１６
日
豺
に
吉
浜
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま

す
。 

問
合
せ
先
 

　
吉
浜
児
童
セ
ン
タ
ー
 

　
蕁
５２

‐1
0
1
9
 

             
絵
本
・
テ
レ
ビ
な
ど
で
世
界
中
の

子
ど
も
た
ち
に
愛
さ
れ
る
「
ミ
ッ
フ

ィ
ー
」
が
登
場
す
る
『
ミ
ッ
フ
ィ
ー

こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
　
ミ
ッ
フ
ィ

ー
の
せ
か
い
り
ょ
こ
う
』
を
上
演
し

ま
す
。 

と
き
　
8
月
２３
日
貍
 

・
１
回
目
…
開
場
／
午
前
１０
時
、
開

演
／
午
前
１０
時
３０
分
 

・
2
回
目
…
開
場
／
午
後
１
時
３０
分
、

開
演
／
午
後
2
時
 

と
こ
ろ
　
安
城
市
民
会
館
サ
ル
ビ
ア

ホ
ー
ル
 

入
場
料
　
Ｓ
席
1
，
5
0
0
円
、
Ａ

席
1
，
2
0
0
円
（
全
席
指
定
） 

※
大
人
も
子
ど
も
も
同
一
料
金
で
す
。

3
才
以
上
の
方
は
入
場
券
が
必
要

で
す
。 

発
売
開
始
　
6
月
２２
日
豸
　
午
前
9

時
か
ら
 

※
発
売
初
日
は
１
人
4
枚
ま
で
で
す
。 

※
車
い
す
席
の
入
場
券
は
市
民
会
館

の
み
で
取
り
扱
い
ま
す
。（
毎
週

火
曜
日
休
館
） 

※
車
い
す
席
の
み
6
月
１５
日
豸
　
午

前
9
時
か
ら
 

前
売
・
問
合
せ
先
 

　
安
城
市
役
所
生
涯
学
習
課
 

　
蕁
７５

‐1
1
5
1
 

  　
安
城
市
で
は
、
6
月
２５
日
貉
か
ら

レ
ジ
袋
の
削
減
に
関
す
る
協
定
を
締

結
し
た
市
内
店
舗
で
レ
ジ
袋
の
無
料

配
布
を
や
め
、
有
料
化
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。 

　
未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
良
い
環
境

を
残
す
た
め
、
市
民
・
事
業
者
・
行

政
が
協
働
し
て
レ
ジ
袋
の
削
減
に
取

り
組
み
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。 

問
合
せ
先
 

　
安
城
市
役
所
環
境
首
都
推
進
課
 

　
蕁
７６

‐1
1
1
1
豎
 

       と
き
　
6
月
１
日
豸
〜
7
月
１３
日
豸

午
前
１０
時
〜
午
後
6
時
（
7
月
１２

日
貍
・
１３
日
豸
は
7
時
ま
で
） 

休
館
日
　
月
曜
日
 

と
こ
ろ
　
岡
崎
市
美
術
博
物
館
 

観
覧
料
　
一
般
1
，
0
0
0
円
（
８００

円
）、
小
･
中
学
生
５００
円
（
４００
円
） 

※（
　
）
内
は
２０
人
以
上
の
団
体
料
金
。

各
種
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

と
そ
の
介
助
者
は
無
料
。 

問
合
せ
先
 

　
岡
崎
市
美
術
博
物
館
 

　
蕁
0
5
6
4

‐２８‐5
0
0
0
 

    　
神
経
難
病
に
つ
い
て
の
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。 

内
容
　
講
演
「
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の

理
解
と
日
常
生
活
に
つ
い
て
」 

講
師
　
村
上
信
之
氏
（
刈
谷
豊
田
総

合
病
院
副
院
長
） 

と
き
　
6
月
２０
日
貊
　
午
後
１
時
３０

分
〜
3
時
３０
分
 

と
こ
ろ
　
衣
浦
東
部
保
健
所
3
階
大

会
議
室
 

対
象
　
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
関
連
疾
患

の
患
者
と
そ
の
家
族
 

※
関
連
疾
患
に
は
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

の
ほ
か
、
進
行
性
核
上
性
麻
痺
お

よ
び
大
脳
皮
質
基
底
核
変
性
症
が

あ
り
ま
す
。 

費
用
　
無
料
 

申
込
方
法
　
6
月
１３
日
貊
ま
で
に
、

衣
浦
東
部
保
健
所
へ
直
接
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。 

申
込
・
問
合
せ
先
 

　
衣
浦
東
部
保
健
所
健
康
支
援
課
地

域
保
健
グ
ル
ー
プ
 

　
蕁
２１

‐4
7
7
8
 

      

21

児
童 

　

セ
ン
タ
ー 

ミ
ッ
フ
ィ
ー 

こ
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル 

■
安
城
　A

N
J
O

■ 

■
岡
崎
　O

K
A
Z
A
K
I

■ 

西
三
河
8
市 

イ
ベ
ン
ト 

　
　
だ
よ
り 
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市
で
は
、
平
成
１８
年
１１
月
1
日
か

ら
、
戸
籍
や
住
民
票
に
関
す
る
各
種

証
明
書
の
交
付
申
請
す
る
際
に
、
窓

口
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
方
の
本
人

確
認
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
5
月
1
日
か
ら
、
戸
籍
法
及
び
住

民
基
本
台
帳
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

同
法
の
規
定
に
従
っ
た
方
法
に
よ
り

本
人
確
認
を
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
は
、
皆
さ
ん
の
大
切
な
個
人

情
報
を
保
護
す
る
た
め
に
必
要
な
制

度
で
す
。
ご
理
解
の
う
え
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

◆
本
人
な
ど
か
ら
の
申
請
 

確
認
方
法
 

①
運
転
免
許
証
、
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
（
顔
写
真
付
き
）
な
ど
、
国

ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
発
行
し

た
顔
写
真
付
き
の
免
許
証
、
許
可

証
若
し
く
は
資
格
証
明
書
な
ど
の

提
示
 

②
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、
医
療
費

受
給
者
証
、
国
民
年
金
手
帳
な
ど

の
提
示
 

※
①
に
つ
い
て
は
１
点
、
②
に
つ
い

て
は
2
点
を
提
示
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

※
「
本
人
な
ど
」
と
は
、
住
民
票
を

申
請
す
る
場
合
は
、
本
人
ま
た
は

同
一
世
帯
員
を
、
戸
籍
に
関
す
る

各
種
証
明
書
を
申
請
す
る
場
合
は
、

取
得
す
る
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い

る
方
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
、
直
系

尊
属
若
し
く
は
直
系
卑
属
に
あ
た

る
方
を
そ
れ
ぞ
れ
意
味
し
て
い
ま

す
。 

◆
代
理
人
（
右
記
以
外
の
人
）
か
ら

の
申
請
 

代
理
人
の
本
人
確
認
方
法
　「
本
人

な
ど
か
ら
の
申
請
」
と
同
様
の
確

認
と
な
り
ま
す
。 

そ
の
他
必
要
と
す
る
も
の
 

・
委
任
状
 

・
続
柄
、
本
籍
な
ど
の
特
別
の
記
載

を
す
る
住
民
票
を
必
要
と
す
る
場

合
に
あ
っ
て
は
、
代
理
人
だ
け
で

な
く
委
任
者
本
人
の
本
人
確
認
書

類
（
保
険
証
、
運
転
免
許
証
な
ど
） 

※
委
任
状
は
必
ず
本
人
が
自
署
ま
た

は
押
印
し
て
く
だ
さ
い
。 

◆
債
権
、
債
務
に
関
わ
る
法
人
か
ら

の
申
請
 

　
法
人
が
住
民
票
の
写
し
の
請
求
を

す
る
場
合
は
、
申
請
理
由
の
正
当
性

を
証
明
す
る
た
め
の
疎
明
資
料
（
契

約
書
の
写
し
な
ど
）
を
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

　
な
お
、
法
人
の
請
求
の
場
合
は
申

請
書
に
法
人
の
所
在
地
、代
表
者
名
・

代
表
者
印
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

※
こ
れ
以
外
に
も
改
正
さ
れ
た
事
項

が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、

市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。 

問
合
せ
先
 

　
 
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ
 

　
蕁
５２

‐１
１
１
１
（
内
線
２１４
・
２１８
） 

              　
現
在
、
日
本
国
内
に
は
約
１５
万
人

の
不
法
残
留
者
が
滞
在
し
、
そ
の
中

に
は
凶
悪
な
犯
罪
を
犯
す
者
も
お
り
、

日
本
の
治
安
悪
化
の
一
因
と
も
な
っ

て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
日
本
で
働
い
て
お
金
を
稼

ぐ
た
め
、
不
法
入
国
や
不
法
残
留
す

る
不
法
滞
在
者
の
多
く
は
、
パ
ス
ポ

ー
ト
の
コ
ピ
ー
を
見
せ
た
り
、「
パ

ス
ポ
ー
ト
は
友
人
が
持
っ
て
い
る
」

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
言
い
訳
を
使
っ

て
不
法
滞
在
の
身
分
を
隠
し
働
い
て

い
ま
す
。 

　
そ
の
背
景
に
は
、
不
法
就
労
を
斡

旋
す
る
者
や
就
労
が
認
め
ら
れ
な
い

外
国
人
を
雇
用
す
る
事
業
主
の
存
在

が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
外
国
人
を
雇
用

す
る
行
為
は
「
不
法
就
労
助
長
罪
」

と
い
う
罪
に
な
り
、
西
三
河
で
も
逮

捕
者
が
出
て
い
ま
す
。 

　
会
社
、
工
場
を
営
む
事
業
者
の
方

は
、
外
国
人
を
雇
用
す
る
際
に
は
パ

ス
ポ
ー
ト
や
入
国
管
理
局
が
発
行
す

る
就
労
資
格
証
明
書
な
ど
の
実
物
で

身
分
を
確
認
し
、
不
法
滞
在
者
は
雇

う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

　
外
国
人
の
雇
用
に
つ
い
て
不
明
な

点
が
あ
れ
ば
、
入
国
管
理
局
・
刈
谷

公
共
職
業
安
定
所
、
碧
南
警
察
署
ま

で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
平
成
１９
年
中
の
愛
知
県
警
察
に
よ

る
来
日
外
国
人
検
挙
・
摘
発
数
　

合
計
2
，
0
9
3
人
 

問
合
せ
先
 

・
入
国
管
理
局
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
 

　
ン
 

　
蕁
０５２‐５５９
‐2
1
5
1
 

・
刈
谷
公
共
職
業
安
定
所
 

　
蕁
２１

‐5
2
9
8
 

・
碧
南
警
察
署
 

　
蕁
４６

‐0
1
1
0
 

     

　
7
月
7
日
〜
9
日
ま
で
、
北
海
道

洞
爺
湖
地
域
で
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ

れ
ま
す
。 

　
主
要
国
の
首
脳
が
一
堂
に
会
す
る

サ
ミ
ッ
ト
は
、
テ
ロ
リ
ス
ト
に
と
っ

て
格
好
の
攻
撃
対
象
で
あ
り
、
平
成
 

１７
年
の
英
国
に
お
け
る
グ
レ
ン
イ
ー

グ
ル
ズ
・
サ
ミ
ッ
ト
開
催
時
に
は
、

開
催
地
か
ら
遠
く
離
れ
た
首
都
ロ
ン
 

ド
ン
で
公
共
交
通
機
関
を
狙
っ
た
テ

ロ
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。 

　
今
回
の
サ
ミ
ッ
ト
で
も
、
首
脳
会

議
が
行
わ
れ
る
北
海
道
洞
爺
湖
地
域

や
そ
の
他
の
閣
僚
会
議
の
開
催
地
だ

け
で
な
く
、
そ
れ
以
外
の
地
域
に
お

い
て
も
、
公
共
交
通
機
関
な
ど
に
対

す
る
テ
ロ
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。 

　
愛
知
県
警
察
で
は
、
こ
の
よ
う
な

テ
ロ
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
名

古
屋
駅
を
始
め
と
す
る
主
要
な
駅
や

中
部
国
際
空
港
な
ど
に
警
察
官
を
配

置
し
て
警
戒
を
強
化
し
て
い
ま
す
。 

　
警
察
官
が
不
審
な
人
や
物
を
発
見

す
る
た
め
、
行
き
先
や
持
ち
物
に
つ

い
て
お
尋
ね
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。 

※
サ
ミ
ッ
ト
と
は
…
日
本
、
米
国
、

英
国
、
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、

ド
イ
ツ
、
ロ
シ
ア
、
カ
ナ
ダ
の
首

脳
、
Ｅ
Ｕ
の
委
員
長
が
参
加
し
て

毎
年
開
催
さ
れ
る
会
議
で
す
。 

問
合
せ
先
 

　
碧
南
警
察
署
 

　
蕁
４６

‐0
1
1
0

戸
籍
な
ど
の
交
付
申
請
時
に 

本
人
確
認
の
方
法
が 

厳
し
く
な
り
ま
し
た 

不
法
滞
在
・
不
法
就
労
防
止
に 

ご
協
力
を 

テ
ロ
未
然
防
止
の
た
め 

ご
理
解
・
ご
協
力
を 

北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト 

 

そ
の
他 

市
 
□
 



臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ 

 
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
　
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

不
法
電
波 

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
衣
浦 
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サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
衣
浦
で
は
、
プ

ー
ル
･
浴
場
の
水
換
え
清
掃
と
設
備

の
整
備
点
検
を
行
い
ま
す
。 

　
こ
の
た
め
、
臨
時
休
館
し
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、
6
月
１０
日
貂
よ
り
平
常
ど

お
り
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。 

臨
時
休
館
　
6
月
3
日
貂
〜
8
日
豸

ま
で
の
6
日
間
 

問
合
せ
先
 

　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
衣
浦
 

　
蕁
４１

‐2
6
5
5
 

              　
6
月
１
日
〜
１０
日
は
、
電
波
利
用

保
護
旬
間
で
す
。 

　
不
法
電
波
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

や
警
察
・
消
防
な
ど
生
活
や
生
命
・

財
産
を
守
る
た
め
に
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
無
線
通
信
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
電
波
妨
害
を
発
生
さ
せ
て
い

ま
す
。 

　
電
波
を
使
う
に
は
免
許
が
必
要
で

す
。
無
線
機
は
ル
ー
ル
を
守
り
、
正

し
く
使
用
し
ま
し
ょ
う
。 

問
合
せ
先
 

　
総
務
省
東
海
総
合
通
信
局
 

・
不
法
無
線
局
の
相
談
は
 

　
蕁
０５２

‐９７１‐9
1
0
7
 

・
不
法
電
波
に
よ
る
テ
レ
ビ
な
ど
の

受
信
相
談
は
 

　
蕁
０５２

‐９７１‐9
6
4
8
 

    　
毎
年
、
こ
の
時
期
か
ら
8
月
に
か

け
て
外
国
電
波
が
混
信
し
、
テ
レ
ビ

の
１
・
3
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
画
面
全
体

に
縞
模
様
が
現
れ
た
り
、
音
声
に
外

国
語
が
混
入
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。 

　
こ
れ
は
、
日
本
海
上
空
に
電
波
を

は
ね
返
す
電
離
層
が
突
発
的
に
発
生

し
、
普
段
到
達
し
な
い
大
陸
の
放
送

電
波
が
反
射
し
て
日
本
に
到
達
し
、

混
信
す
る
こ
と
が
原
因
で
す
。
障
害

は
数
分
か
ら
数
時
間
継
続
し
、
自
然

に
消
滅
し
ま
す
。 

　
テ
レ
ビ
の
故
障
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
混
信
障
害
が
な
く
な
る
ま
で
お

待
ち
く
だ
さ
い
。 

　
現
在
、
放
送
を
開
始
し
て
い
る
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
で
あ
れ
ば
、
こ
の

よ
う
な
障
害
は
発
生
し
ま
せ
ん
。
こ

の
時
期
に
テ
レ
ビ
の
映
り
で
お
困
り

の
方
は
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。 

問
合
せ
先
 

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
相
談
窓
口
 

　
蕁
0
5
7
0‐００
‐3
4
3
4
 

                 　
平
成
２１
年
3
月
新
規
学
校
卒
業
予

定
者
の
採
用
を
予
定
し
て
い
る
企
業

の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
（
公
共
職
業
安
定
所
）
が
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。 

と
き
　
6
月
１２
日
貅
　
午
後
１
時
３０

分
〜
4
時
 

と
こ
ろ
　
刈
谷
市
産
業
振
興
セ
ン
タ

ー
 

問
合
せ
先
 

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
刈
谷
 

　
蕁
２１

‐5
0
0
3
 

        

23

外
国
電
波
に
よ
る 

テ
レ
ビ
の
受
信
障
害 

 

新
規
学
卒
求
人 

取
扱
説
明
会
開
催 

ト ォ フ 
ニ 
ュ 

ー 

ス 

かわら美術館 
　古代ペルシア展開催中 
かわら美術館 
　古代ペルシア展開催中 
　紀元前1000年頃に作られた土偶、

土器、金製ビーズなど、古代ペルシア

（現在のイラン）の伝統や文化が展示

され、体験コーナーでは西アジアを中

心とした民族衣装もまとうことができ

ます。ぜひ、みなさんも古代ペルシア

を体験してみては。 

※6月7日貍午後2時からは、館長 井

口喜晴氏による講座「シルクロード

の東西文化」も行なわれます。 

　 

6月8日貍まで 
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は
ぐ
み
ん
優
待
シ
ョ
ッ
プ 

を
紹
介
し
ま
す 

 

児
童
手
当
を
支
給
し
ま
す 

児
童
手
当
受
給
者
の
方
へ 

家
庭
的
保
育
事
業 

問合せ先 

Ｅメール 

市役所こども育成グループ 
蕁52-1111（内線363） 

ikusei@city.takahama.lg.jp

　
こ
ど
も
育
成
グ
ル
ー
プ
か
ら
、
子

育
ち
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る
情
報

を
毎
月
1
日
号
で
、
お
知
ら
せ
し
ま

す
。 

     
4
月
よ
り
開
始
し
た
、
子
育
て
家

庭
優
待
事
業
。
新
た
な
は
ぐ
み
ん
優

待
シ
ョ
ッ
プ
を
紹
介
し
ま
す
。 

◆
ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン
ク
ル
ス
 

 
向
山
町
六
丁
目
6
番
地
１７
 

　
蕁
５２

‐0
5
4
6
 

　
定
休
日
／
第
1
・
2
・
3
週
月
・
火

曜
日
（
第
4
週
は
火
曜
日
） 

　
特
典
内
容
／
ジ
ュ
ー
ス
進
呈
 

　
Ｐ
Ｒ
／
若
者
の
サ
ロ
ン
 

◆
カ
ッ
ト
イ
ン
ジ
ャ
パ
ン
ク
リ
ー
ク

ス
 

　
湯
山
町
八
丁
目
１４
番
地
１
 

　
蕁
５２

‐0
7
5
9
 

　
定
休
日
／
第
1
・
2
・
3
週
月
・
火

曜
日
（
第
4
週
は
火
曜
日
） 

　
特
典
内
容
／
小
学
校
6
年
生
ま
で

菓
子
類
な
ど
。
中
学
生
は
ス
マ
イ

ル
カ
ー
ド
2
倍
。 

※
は
ぐ
み
ん
優
待
シ
ョ
ッ
プ
と
は
、

子
育
て
家
庭
優
待
事
業
の
協
賛
店

舗
・
施
設
で
す
。
店
頭
に
特
典
内

容
を
書
い
た
ス
テ
ッ
カ
ー
が
貼
っ

て
あ
り
ま
す
。 

※
優
待
シ
ョ
ッ
プ
の
最
新
情
報
は
、

愛
知
県
お
よ
び
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、

携
帯
電
話
か
ら
も
優
待
シ
ョ
ッ
プ

を
掲
載
し
た
サ
イ
ト
を
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。
カ
ー
ド
裏
面
に
あ
る

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

は
ぐ
み
ん
カ
ー
ド
の
配
布
 

　
　
こ
ど
も
育
成
グ
ル
ー
プ
と
い
き

い
き
広
場
、
い
ち
ご
プ
ラ
ザ
で
カ

ー
ド
を
配
付
し
て
い
ま
す
。
お
持

ち
で
な
い
方
は
、
窓
口
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。 

   働
く
皆
さ
ん
に
代
わ
っ
て
お
子
さ
ん

を
お
預
か
り
し
ま
す
 

　
乳
幼
児
を
も
つ
保
護
者
の
仕
事
と

家
庭
の
両
立
を
支
援
す
る
た
め
、
市

内
3
か
所
の
宅
老
所
な
ど
の
ス
ペ
ー

ス
を
活
用
し
、
家
庭
的
な
雰
囲
気
の

中
で
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

定
員
　
各
施
設
5
人
程
度
 

対
象
児
　
生
後
6
か
月
〜
2
歳
児
 

保
育
料
　
月
額
3
万
5
，
0
0
0
円

（
0
歳
児
）、
3
万
円
（
1
・
2
歳
児
） 

実
施
日
　
月
曜
日
〜
土
曜
日
 

実
施
時
間
　
午
前
8
時
〜
午
後
6
時
 

　（
原
則
と
し
て
8
時
間
以
内
） 

ス
タ
ッ
フ
　
常
時
2
人
の
ス
タ
ッ
フ

が
対
応
し
ま
す
。
保
育
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
の
受
講
者
、
有
資
格

者
な
ど
が
保
育
し
ま
す
。 

運
営
　
家
庭
的
保
育
グ
ル
ー
プ
（
3

グ
ル
ー
プ
）
あ
い
あ
い
・
こ
っ
こ

マ
マ
・
と
な
り
の
お
ば
ち
ゃ
ん
 

募
集
　
家
庭
的
保
育
で
の
保
育
を
希

望
す
る
方
は
、
子
育
て
施
設
グ
ル

ー
プ
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

問
合
せ
先
　
 

　
子
育
て
施
設
グ
ル
ー
プ
 

　
蕁
５２

‐1
1
1
1（
内
線
３１５
） 

 

                   　
児
童
手
当
の
6
月
定
期
支
給
分
を

6
月
１０
日
貂
に
、
あ
ら
か
じ
め
指
定

さ
れ
た
受
給
者
名
義
の
金
融
機
関
口

座
に
振
り
込
み
ま
す
。 

　
今
回
支
給
す
る
手
当
は
、
平
成
２０

年
2
月
〜
5
月
ま
で
の
4
か
月
分
で

す
。 

　
な
お
、
平
成
１９
年
１０
月
に
１
年
分

の
支
給
額
を
通
知
し
ま
し
た
が
、
そ

の
金
額
に
変
更
の
な
い
方
に
は
、
個

別
の
通
知
を
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
預

金
通
帳
な
ど
で
入
金
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。 

 

今回は都築節子さんからのエピソードです。 
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食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を 

募
集
し
て
い
ま
す 

毎
月
１９
日
は 

食
育
の
日 

6
月
は
食
育
月
間
 

現
況
届
を
お
忘
れ
な
く 

カ
ワ
ラ
ッ
キ
ー
の
 

月
か
わ
り
レ
シ
ピ
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児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、

6
月
末
ま
で
に
「
現
況
届
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。 

　
こ
の
届
は
、
毎
年
6
月
１
日
に
お

け
る
状
況
を
確
認
し
、
児
童
手
当
を

引
き
続
き
受
け
る
要
件
が
あ
る
か
ど

う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。 

こ
の
届
が
な
い
と
、
6
月
分
以
降
の

手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

　
現
況
届
は
6
月
上
旬
に
郵
送
し
ま

す
が
、
届
か
な
い
場
合
は
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。 

受
付
期
間
　
6
月
2
日
豺
〜
３０
日
豺

午
前
8
時
３０
分
〜
午
後
5
時
１５

分
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
） 

※
6
月
7
日
貍
・
８
日
豸
は
、
市
役

所
１
階
特
設
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。 

受
付
場
所
　
市
役
所
3
階
こ
ど
も
育

成
グ
ル
ー
プ
 

※
6
月
4
日
貉
〜
１３
日
貊
は
、
市
役

所
1
階
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ
内
に

特
設
受
付
を
設
置
し
ま
す
。
　
 

持
ち
物
　
 

・
現
況
届
様
式
 

・
受
給
者
本
人
の
健
康
保
険
証
の
写

し
（
受
給
者
が
厚
生
年
金
等
に
加

入
し
て
い
る
場
合
の
み
） 

・（
平
成
２０
年
１
月
１
日
に
高
浜
市

に
住
所
が
な
か
っ
た
方
の
み
）
平

成
２０
年
度
（
１９
年
分
）
児
童
手
当

用
所
得
証
明
書
 

・（
外
国
籍
の
方
の
み
）
受
給
者
本

人
の
外
国
人
登
録
証
の
写
し
（
両

面
） 

※
そ
の
他
、
必
要
に
応
じ
て
提
出
す

る
書
類
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

問
合
せ
先
 

　
こ
ど
も
育
成
グ
ル
ー
プ
 

　
蕁
５２

‐1
1
1
1（
内
線
３６２
） 

      　
市
で
は
、
こ
ど
も
の
食
育
を
推
進

す
る
た
め
、
こ
ど
も
食
育
推
進
協
議

会
を
設
置
し
、
こ
ど
も
食
育
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
作
成
し
ま
し
た
。 

　
こ
ど
も
食
育
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
か
わ
ら
食
人
カ
ワ
ラ
ッ
キ

ー
と
一
緒
に
「
食
」
を
極
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。 

　
食
育
と
は
、
生
き
る
力
を
育
て
る

も
の
で
す
。
食
べ
る
こ
と
は
、
生
き

る
こ
と
で
す
。
食
育
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
、
健
康
的
で
豊
か
な
食
生
活
を
お

く
る
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
子
育

ち
・
子
育
て
支
援
で
す
。
食
べ
る
こ

と
を
通
し
て
子
ど
も
が
「
楽
し
い
・

う
れ
し
い
・
お
い
し
い
」
と
感
じ
る

こ
と
を
目
指
し
ま
す
。 

　
高
浜
の
子
ど
も
た
ち
に
食
べ
る
こ

と
が
大
好
き
な
子
ど
も
に
な
っ
て
欲

し
い
か
ら
、
健
康
で
豊
か
な
心
を
持

つ
　
食
人
„
カ
ワ
ラ
ッ
キ
ー
“
に
な

れ
る
よ
う
に
食
育
の
目
標
に
み
ん
な

で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。 

　
食
育
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
次
の

就
学
前
の
3
つ
の
目
標
と
学
齢
期
の

5
つ
の
目
標
を
定
め
、
そ
れ
ぞ
れ
１００

％
を
達
成
目
標
に
し
て
い
ま
す
。 

【
就
学
前
の
目
標
】 

①
食
事
の
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
。 

②
正
し
く
は
し
を
持
て
る
。 

③
食
事
の
お
手
伝
い
が
で
き
る
。 

【
学
齢
期
の
目
標
】 

①
食
事
の
あ
い
さ
つ
が
自
然
に
で
き

る
。 

②
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
す
る
。 

③
食
事
の
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
る
。 

④
食
事
が
作
れ
る
よ
う
に
な
る
。 

⑤
朝
ご
は
ん
を
毎
日
食
べ
る
。 

     　
食
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に「
楽

し
い
！
」「
お
い
し
い
！
」「
う
れ
し

い
！
」
を
伝
え
る
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

　
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
通
し
て
、
子

ど
も
た
ち
に
食
の
大
切
さ
を
伝
え
て

い
き
ま
す
。
保
育
園
や
幼
稚
園
、
学

校
、
地
域
で
の
食
育
実
践
活
動
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
子
ど
も
向
け
の
紙
芝
居
を
作
る
、

子
ど
も
の
調
理
活
動
の
補
助
、
食
材

の
提
供
、
畑
の
見
学
の
受
け
入
れ
な

ど
、
で
き
る
範
囲
で
ご
協
力
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
・

関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

登
録
方
法
　
こ
ど
も
育
成
グ
ル
ー
プ

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
電
話
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
） 

登
録
時
に
必
要
な
内
容
 

　
①
氏
名
、
②
生
年
月
日
、
③
住
所
、 

　
④
電
話
番
号
、
⑤
（
あ
れ
ば
）
Ｅ

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
⑥
職
業
、

⑦
活
動
可
能
日
、
条
件
な
ど
 

                　
こ
ど
も
食
育
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
か
わ
ら
食
人
カ
ワ
ラ
ッ
キ

ー
が
、
保
育
園
で
子
ど
も
た
ち
が
食

べ
て
い
る
給
食
や
お
や
つ
の
作
り
方

の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ご
家
庭

で
も
簡
単
に
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お

子
さ
ん
と
一
緒
に
作
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。 

　
6
月
１９
日
の
「
食
育
の
日
」
に
ち

な
ん
で
、
市
内
公
立
幼
稚
園
と
保
育

園
、
小
中
学
校
の
給
食
で
は
、「
鶏

め
し
」
が
出
さ
れ
ま
す
。
今
月
は
、

「
鶏
め
し
」
の
作
り
方
を
ご
紹
介
し

ま
す
。 

◆
高
浜
の
郷
土
料
理
「
鶏
め
し
」 

材
料
（
１
人
分
）　
ご
は
ん
１３０
ｇ
、鶏

も
も
２５
ｇ
、油
揚
げ
2
ｇ
、酒
2
ｇ
、

醤
油
4
ｇ
、み
り
ん
3
ｇ
、砂
糖
2
ｇ
 

作
り
方
  

①
鶏
肉
は
一
口
大
に
切
り
、
油
揚
げ

は
少
し
大
き
め
の
千
切
り
に
す
る
。 

②
鍋
で
鶏
肉
と
油
揚
げ
を
炒
め
、
調

味
料
を
全
て
入
れ
て
煮
る
。 
 

③
ご
は
ん
に
②
を
混
ぜ
る
。 

カ
ワ
ラ
ッ
キ
ー
か
ら
一
言
 

　
鶏
め
し
は
、
高
浜
の
郷
土
料

理
の
ひ
と
つ
だ
よ
。
昔
か
ら
養

鶏
の
盛
ん
な
吉
浜
地
区
で
よ
く

食
べ
ら
れ
て
き
た
ん
だ
。
高
浜

の
鶏
め
し
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
脂

の
の
っ
た
鶏
肉
を
使
う
こ
と
だ

よ
。
人
参
を
入
れ
た
り
、
し
い

た
け
を
入
れ
た
り
、
各
家
庭
で

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
味
が
あ
る
ん
だ
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た
か
は
ま
夢
・
未
来
塾
ロ
ボ
ッ
ト

ク
ラ
ブ
で
活
動
す
る
選
手
た
ち
は
、

休
み
を
返
上
し
、
日
夜
、
ロ
ボ
ッ
ト

の
製
作
や
調
整
を
重
ね
た
結
果
、5

月
3
日
か
ら
5
日
に
か
け
て
、
静
岡

県
沼
津
市
で
開
催
さ
れ
た
ロ
ボ
カ
ッ

プ
ジ
ャ
パ
ン
の
2
部
門
で
優
勝
す
る

快
挙
を
な
し
と
げ
ま
し
た
。 

　
昨
年
度
の
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
「
チ

ー
ム
高
浜
」
は
、
１９
歳
以
下
を
対
象

と
し
た
「
セ
カ
ン
ダ
リ
部
門
」
に
出

場
。
昨
年
の
実
績
が
認
め
ら
れ
、
今

年
度
は
東
海
大
会
か
ら
の
出
場
と
な

り
、
全
国
大
会
へ
と
進
み
ま
し
た
。 

「
チ
ー
ム
高
浜
Ｊｒ
．」
は
、
１４
歳
以
下

を
対
象
と
し
た
「
プ
ラ
イ
マ
リ
部
門
」

に
出
場
し
、
高
浜
大
会
か
ら
順
調
に

勝
ち
上
が
り
、
全
国
大
会
に
進
み
ま

し
た
。 

    　
プ
ラ
イ
マ
リ
部
門
で
は
、
全
国
の

強
豪
４３
チ
ー
ム
を
制
し
、「
チ
ー
ム

高
浜
Ｊｒ
．」
が
初
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。 

　
セ
カ
ン
ダ
リ
部
門
で
は
高
校
生
や

高
等
専
門
学
校
生
に
も
負
け
ず
「
チ

ー
ム
高
浜
」
が
１８
チ
ー
ム
中
１
位
と

な
り
、
2
度
目
の
優
勝
を
遂
げ
ま
し

た
。 

　
大
会
で
優
勝
し
た
2
チ
ー
ム
は
、

中
国
で
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
世

界
大
会
へ
の
出
場
権
を
手
に
い
れ
、

市
長
に
全
国
大
会
優
勝
の
報
告
と
世

界
大
会
健
闘
を
誓
い
ま
し
た
。 

 プ
ラ
イ
マ
リ
部
門
、
セ
カ
ン
ダ
リ

部
門
は
、
セ
ン
サ
ー
で
ボ
ー
ル
を

探
し
、
追
い
か
け
て
ゴ
ー
ル
へ
ボ

ー
ル
を
入
れ
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
サ
ッ

カ
ー
競
技
。
加
美
君
ら
の
製
作
す

る
ロ
ボ
ッ
ト
は
頭
脳
と
な
る
電
子

基
盤
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
も
自
作

さ
れ
て
い
ま
す
。 

              チ
ー
ム
高
浜
Ｊｒ
．
 

加
美
聡
哲
く
ん
（
高
浜
中
2
年
） 

　
　
高
浜
大
会
前
後
は
ロ
ボ
ッ
ト
の

調
子
が
悪
く
、
東
海
大
会
は
大
丈

夫
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
皆
様
の
お
か
げ
で
、
十
分
に

ロ
ボ
ッ
ト
の
調
整
な
ど
が
で
き
、

東
海
大
会
は
2
位
と
い
う
成
績
が

残
せ
ま
し
た
。 

　
　
全
国
大
会
に
向
け
て
の
調
整
で

も
、
励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、

全
国
大
会
で
は
優
勝
と
い
う
非
常

に
良
い
成
績
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

　
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 

チ
ー
ム
高
浜
Ｊｒ
．
 

杉
浦
啓
太
く
ん
（
高
浜
中
2
年
） 

　
　
予
選
・
決
勝
と
も
外
光
が
入
っ

て
し
ま
い
、
な
か
な
か
調
整
が
う

ま
く
進
ま
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、

ホ
テ
ル
で
夜
遅
く
ま
で
セ
ン
サ
ー

の
位
置
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
調
整
し

て
な
ん
と
か
優
勝
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ

問
題
点
も
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
の
で
、

ど
ん
ど
ん
改
善
し
て
い
き
た
い
で

す
。
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
戦

い
、
交
流
も
で
き
て
本
当
に
良
い

全
国
大
会
で
し
た
。 

チ
ー
ム
高
浜
 

安
達
良
く
ん
（
南
中
3
年
） 

　
　
こ
の
大
会
で
優
勝
で
き
た
の
も
、

協
力
、
応
援
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

　
　
他
チ
ー
ム
の
ロ
ボ
に
力
負
け
し

な
い
よ
う
な
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
ろ
う

と
思
い
、
全
国
大
会
ま
で
毎
日
調

整
を
続
け
て
き
ま
し
た
。 

　
　
全
国
大
会
で
は
、
去
年
ぼ
く
た

ち
の
ロ
ボ
ッ
ト
で
使
っ
て
い
た
部

品
を
参
考
に
作
ら
れ
た
他
の
チ
ー

ム
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に

み
ん
な
に
参
考
に
し
て
も
ら
え
る

ロ
ボ
ッ
ト
を
こ
れ
か
ら
も
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
、
こ
の
活
動
で
学
ん
だ
こ
と

を
た
く
さ
ん
の
人
に
お
話
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
。 

チ
ー
ム
高
浜
 

杉
浦
光
く
ん
（
南
中
3
年
） 

　
　
今
回
の
大
会
で
は
、
チ
ー
ム
高

浜
が
プ
ラ
イ
マ
リ
部
門
と
セ
カ
ン

ダ
リ
部
門
と
も
に
優
勝
で
き
て
、

本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。 

　
　
ま
た
、
今
回
の
チ
ー
ム
高
浜
の

テ
ー
マ
は
「
信
頼
性
」。
大
会
で

は
大
き
な
故
障
も
無
く
、
信
頼
性

の
向
上
と
努
力
の
結
果
だ
と
思
い

ま
す
。 

　
　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 た
か
は
ま
夢
・
未
来
塾
 

　
高
浜
で
育
つ
子
ど
も
た
ち
が
、

豊
か
な
経
験
を
積
み
な
が
ら
、
広

い
世
界
で
活
躍
で
き
る
よ
う
、
さ

ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し

て
い
ま
す
。 

　
平
成
２０
年
4
月
か
ら
、「
高
浜

市
少
年
少
女
発
明
発
見
ク
ラ
ブ
」

と
、
そ
の
特
別
コ
ー
ス
と
し
て
活

動
し
て
き
た
「
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ー
ス
」

を
統
合
し
、
新
た
な
組
織
で
運
営

し
て
い
ま
す
。 

日
本
一 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

全
国
大
会
か
ら 

世
界
大
会
向
け
て 

選
手
か
ら
一
言 

▲試合開始直前　緊張の一瞬 

 

たかはま夢・未来塾ロボットクラブ たかはま夢・未来塾ロボットクラブ たかはま夢・未来塾ロボットクラブ 

おめでとうございます 
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第10回　市民レガッタ　出場クルー募集 
RECRUTAMENTO DE TRIPULANTES PARA A 10a REGATA DOS CIDADÃOS.

●DATA　26 de JULHO (Sáb) 7:00hs às 14:00hs (será realizado mesmo que chova fraco) 
                                             ※Em caso de chuva forte será adiado pra o dia 27 de Julho (Dom) 
●LOCAL　　RIO TAKAHAMA (Bairro AOMI) 
●MODALIDADES DA REGATA  4 REMADORES　

●REQUISITOS PARA PARTICIPAR
　①RESIDENTE DE TAKAHAMA・ESTAR TRABALHANDO・ESTUDANTES RESIDENTES EM HEKINAN, KARIYA, ANJO, CHIRYU.
　②PESSOAS QUE SAIBAM NADAR.
　③PESSOAS QUE POSSAM PARTICIPAR DO TREINO DE REMO.
　※ABAIXO DE 18 ANOS SERÁ NECESSÁRIO AUTORIZAÇÃO DOS RESPONSÁVEIS.
●COMPOSIÇÃO DOS TRIPULANTES.
    1 TRIPULAÇÃO SERÁ COMPOSTO DE 5 PESSOAS.
●CUSTO
　・ABAIXO DO  GINÁSIO・COLEGIAL　…　GRATUITO
　・GERAL・MEIA-IDADE　…　5.000円（１TRIPULAÇÃO)
　※UMA VEZ PAGO A INSCRIÇÃO, NÃO PODERÁ  SER DEVOLVIDA A IMPORTÂNCIA.
●INSCRIÇÃO
　・MENCIONAR ÍTENS IMPORTANTES NA FICHA DE INSCRIÇÃO, E PAGAR A TAXA DE INSCRIÇÃO.
●LOCAL DE INSCRIÇÃO.
　・PREFEITURA DE TAKAHAMA SETOR SPORT GURUPU.
　　DE SEGUNDA A SEXTA DAS 8:30HS AS 17:30HS
●PERÍODO DA INSCRIÇÃO ATÉ DIA 30 DE JUNHO（segunda-feira) 
●OUTROS
　※O BOTE, E OUTROS ACESSÓRIOS COMO COLETE SALVA-VIDAS SERÃO PREPARADOS PELOS PATROCINADORES.
　※OUTRAS INFORMAÇÕES ENTRAR EM CONTATO.
●CONTATO
　・SPORT GURUPU DA PREFEITURA DE TAKAHAMA.    TELEFONE  52-1111（RAMAL 333)

市立病院診療体制のお知らせ 
AVISO  ACERCA  DO  SISTEMA  DE  CONSULTAS  NO  HOSPITAL  MUNICIPAL

PREFEITURA DE TAKAHAMA INFORMA

H20.6.1

Neste verão também será realizado o campeonato de REGATA no rio Takahama.
Estamos aguardando o máximo de números de tripulantes! 

AS CONSULTAS SERÃO REALIZADO CONFORME O QUADRO

（ESTA MARCA※, SÁB E DOM 
                                  SERÃO FOLGA） 

CASOS DE EMERGÊNCIA NO PERÍODO 
DA TARDE（12:00～17:15）  
CONFIRMAR ANTECEDÊNCIA PARA QUE 
POSSAMOS CONFIRMAR COM O DOUTOR    
A POSSIBILIDADE.    

CONTATO HOSPITAL MUNICIPAL 
DE TAKAHAMA 52－5522

（CASO O NÚMERO DE INSCRIÇÕES DO ⑥E ⑦FOREM ABAIXO DE 4 TRIPULAÇÕES, ESTES SE ENQUADRARÃO NA CATEGORIA ⑤ E ③） 
※COMO O LOCAL DA PARTIDA（SHIODOMEBASHI）SE ENCONTRA EM OBRAS, A DISTÂNCIA DO PERCURSO PODERÁ SE ALTERAR.

CLASSIFICAÇÃO DA REGATA
①ABAIXO DO GINÁSIO MASCULINO
②ABAIXO DO GINÁSIO FEMININO
③MASCULINO GERAL ACIMA DO COLEGIAL
④MASCULINO MEIA-IDADE（A SOMA DA IDADE DOS 
　　REMADORES ACIMA DE 180 ANOS） 

⑤ FEMININO GERAL ACIMA DO COLEGIAL

⑦MISTO (ACIMA DE 2 PARTICIPANTES FEMININO)

⑥ FEMININO MEIA IDADE（A SOMA DA IDADE DAS  
　　REMADORAS TERÃO QUE SER ACIMA DE 140 ANOS） 

DISTÂNCIA Nº DE TRIPULAÇÕES 

○ ○ ○ ○ ○ 

○ ○ ○ ○ ○ 

※ 

○ ※ ○ ※ ※ 

○ ※ ※ ※ ※ 

※ ※ ○ ※ ○ 

○ ※ ○ ※ ※ 

○ ※ ○ ※ ※ 

○ ○ ○ ○ ○ 

※ 

※ 

○ ○ 
○ 
○ 

○ 

○ 

○ 

○ 
○ ○ 
※ ※ 

※ ※ 

※ 

※ 

※ 

SEG

GERAL

CONSULTÓRIO 1

CONSULTÓRIO 2

CONSULTÓRIO 3

CONSULTAS DE
MANHÃ

CONSULTAS DE 
MANHÃ

CONSULTAS DE 
MANHÃ

CONSULTAS DE 
MANHÃ

CONSULTAS DE 
MANHÃ

CONSULTÓRIO 1
CONSULTAS DE MANHÃ

CONSULTÓRIO 2
CONSULTAS DE MANHÃ

EXAMES
GATROCÂMARA

CONSULTAS A TARDE

CIRURGIA

PLÁSTICA

OFTALMOLOGIA

OTORRINO
LARINGO
LOGISTA

TER QUA QUI SEX

(RESERVA)

(RESERVA)

Aparelho  Digestivo

Aparelho  Digestivo
GASTROCÂMARA

 EXAME 
ENDOSCÓPIO

EXAME DE MAMA
(RESERVA)

EXAME DE MAMA
(RESERVA)
EX. DE MAMA

(RESERVA)
EX. DE MAMA

 EXAME 
ENDOSCÓPIO

    
470m （EM FILA） 
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早期配布にご協力ください。 

吉浜細工人形展にあわせて行われる人形小路花まつり。 

前日に降った雨もあがり、5月11日に人形小路で金管バン

ドと白象のパレードが行われ多くの観客でにぎわいました。子

どもの頃に白象を引いていたおじいちゃんも、孫が白象を引く

姿を見てにっこり。伝統文化を支える人形小路から、多くの人

の笑顔と地域の活気がもたらされたことでしょう。 

表　紙 小路のにぎわい 

（ポルトガル語のページを読んで下さい！） 
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まちづくり講演会 まちづくり講演会 まちづくり講演会 

申込・問合せ先　市役所地域政策グループ　蕁52－１１１１（内線328） 

と　　き　6月21日貍 
　　　　　午後1時30分～午後3時30分 
会　　場　中央公民館中会議室（3階） 
定　　員　150人（先着順） 
参 加 費　無料 
申込方法　6月18日貉までに、市役所3階 
　　　　　地域政策グループへ申し込んで 
　　　　　ください。 

講師　中 川 幾 郎 氏 

中川幾郎氏　プロフィール 

－－まちづくり協議会が切り拓く新たな公共－－ 
ひら 

　住民自治や地域内分権の重要性を提唱し、全国各地の自治体でまちづくりアドバイザーとして活躍し
ている中川幾郎氏（帝塚山大学大学院教授）を講師に迎え、『まちづくり協議会が切り拓く新たな公共』
をテーマに講話いただきます。 
　「今、なぜ、まちづくり協議会が必要なのか。そして、市民と行政の協働をどのように進めていくのか」
など、講演を通して市民の皆さんと一緒に考えていきます。 
　どなたでも参加できます。ぜひ、お気軽にご参加ください。 

ひら 
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